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スタッフのおすすめパンフレット

佐世保の情報を心を込めて発信します!

佐世保観光情報センター
観光情報を提供して10年

国道側からJR佐世保駅に入ると、左手奥の方にガラス張りの部屋が見えます。
ここが年間約5万人もの観光客が利用する「佐世保観光情報センター」です。
年中無休で、観光客の皆さんのニーズに応じたさまざまな情報を提供してい
ます。現在の場所にオープンしたのは、JR佐世保駅がリニューアルオープン
した平成13年12月。ことしで10年目を迎えます。

分厚いネタ帳

観光情報センターの窓口には、3人の
女性スタッフが勤務し、毎日、心を込
めて観光情報を提供しています。3人
はお客さまの多岐にわたる質問にきめ
細かく対応するため、それぞれに「ネ
タ帳」を作っています。新聞記事やフ
リーペーパーの切り抜き、本のコピー、
手書きメモなど、分厚いファイルには
佐世保のあらゆる情報が詰まっています。
時間や経験を重ねて集めた情報は彼女
たちの財産であり、お客さまへの細か
な気配りにつながっています。「窓口
を利用した人からお礼の手紙をもらっ
たり、『佐世保はいいところですね。
また来ます』と言っていただけたりす
る時が何よりうれしい」と語る3人。
お客さまの笑顔を思い浮かべながら、
きょうもネタ集めに励んでいます。

皆さんからの情報提供をお願いします

観光情報センターには、じっくりと佐世保を楽しみたい観光客や、短時間で佐世保らしさを満喫したい会社員の方など、
さまざまな人が訪れますが、この10年の間に佐世保の旬の情報を教えてくださる市民の皆さんの訪問も少しずつ増えてき
ました。地元に根ざした市民の皆さんからの、新しいお店や地域イベントなどの情報はスタッフにとって大変ありがたい
ものです。「○○公園にきれいな花が咲いたよ」「○○のランチはすごくおいしかったよ」など、市民の皆さんからのフ
レッシュな情報をお待ちしていますので、どうぞ気軽にお立ち寄りください。

佐世保観光情報センター 三浦町21-1（JR佐世保駅構内）緯22-6630

A5版で小さいので携帯に
便利です。エリアごとに佐
世保の見どころなどがコン
パクトにまとまっています。
表紙のイラストがかわいい
と女性に人気です。日本
語・英語・韓国語・中国語・
台湾語版がそろっています。

市内の飲食店やホテル、
バーなどの情報がたっぷり
載っています。パンフレッ
トを持参すると割引になる
などさまざまな特典が満載。
お土産などの特集も一見の
価値あり。エリア別マップ
も充実していますよ。

4月から始まった佐世保な
らではの限定感たっぷりの
ツアーコースを紹介したガ
イドブックです。「無人島
で過ごす満月の夜」など、
一つ一つのツアーがどれも
魅力的で、参加したいツ
アーがいくつもあります。

安居院栄子さんおすすめ
あぐいん

"させぼ"
松尾慶子さんおすすめ
"TOWNGUIDE"

タウン ガイド
山北由子さんおすすめ
"SASEBO時旅"

˝

どうぞ
ご覧ください
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佐世保から島原まで105州を24時間以内で歩く「105
ウォークラリー」。38年間の歴史に幕を閉じる本大会
には過去最多となる約1200人が参加し、5月3日、アル
カスSASEBOをスタートしました。写真は、本大会を
これまで支えてきた最大の功労者である実行委員会の
堀田龍雄会長に記念の盾を贈り、功績をたたえる朝長
市長（左）、大会への熱い思いが書かれた掲示板（中）、ス
タート前に気合いを入れる参加者の皆さん（下）。
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と き ①5月30日（月）～6月10日（金）
②6月13日（月）～6月24日（金）

ところ ①高砂駐車場連絡通路
②市役所1階イベントホール

6月1日は「景観の日」。本市で
は平成15年に市内46カ所の景
観を選定し、本年3月、合併地
域等を含めて新たに54カ所を
追加選定して、「佐世保景観
100選」を決定しました。上記
日程でそのパネル展を開催し
ますので、来庁された際には、
ぜひお立ち寄りください。
冗まち整備課 緯24-1111

Ԏ総人口 260,123人（+1,255人）
男性121,914人（+827人）、女性138,209人（+428人）
※4月中の動き
転入2,356人、転出1,065人、出生198人、死亡234人

Ԏ世帯数 106,885世帯（+951世帯）

市民のօさ·΁

10万442票の重み 佐世保市長 朝長則男02

ಛ集

佐世保市都市計画マスタープラン

市民の輝きを支え続ける舞台づくり
04

市政௨৴

子宮頸がん検診、乳がん検診の無料券を送付
総合病院助産師・看護師採用試験
総合病院の診療科目を変更
「e宣言＠サセボ」登録希望団体を募集
市役所の耐震補強工事を開始
市民霊園の墓地使用者を募集
住宅用太陽光発電設備の設置に補助金を交付
風水害に備えましょう

10

相談ແྉ ਃ͠ࠐみෆཁ

地デジ臨時相談コーナーを開設13

Πϕンτ情報

クーポン付き!

「時旅」市民モニターツアー参加者を募集
ハウステンボス情報
ミッフィーマンス 闇と光の王国 第2章

えぼし子ども村参加者募集、クリーンフェスティバルin
こさざ、プール開き、郷土史体験講座、佐世保市シル
バー作品展、佐世保市中学校体育大会、佐世保市少年の
主張大会、アルカスSASEBO公演情報

14

設だよりࢪ

九十九島動植物園 シマウマの赤ちゃん誕生！ほか
少年科学館 夏休み子ども科学教室ほか
西海パールシーリゾート ハッピーパールマンスほか
市立図書館 今月のおすすめ図書ほか

16

ඃࡂ地支ԉ

義援金・支援物資受け付け名簿
東日本大震災の被災者への見舞金などの給付

18

市民の広৔

お便り「佐世保では放射線測定を行っていますか?」
広報クイズ プレゼント「世知原茶の新茶」
地図情報検索サービス「させぼ街ナビ」
6月29日は佐世保空襲の日
佐世保の食「伊佐木（いっさき）」

20

฻Β͠と情報

お知らせ、募集、講習会・講演会など22

ࢱと෱߁݈

子育て、障がい福祉、高齢者と介護、健康づくり
生活衛生、相談など、検診・検査など

26

「6月は環境月間」環境保全に取り組みましょう
子ども保健課、子ども育成課から「育児・子育て支援」の話

30

朝ごはんレシピ「ネバネバ丼」
歴史散歩「冬越峠」柚木元町

31

心を込めて情報発信! 佐世保観光情報センター32

目次

毎週土曜約5分間
NBC9時25分、NIB9時25分
KTN11時40分、NCC11時40分
NBC日曜9時25分、FM長崎 火曜9時5分
FMさせぼ 火曜10時30分・日曜9時30分
長崎新聞毎月第2・4火曜

Ԏテレビ

Ԏラジオ

Ԏ新聞
Ԏホームページhttp://www.city.sasebo.nagasaki.jp/

平成23年6月号 No.727

広報させぼ

▼
携帯サイト
はこちら!

潜竜ヶ滝（江迎町田ノ元）

佐世保景観100選パネル展 させぼ市政だより

人の動き 5月1日現在



土地利用など都市計画に関する方針「都市マス」
「都市計画マスタープラン」（略して「都市マス」）とは、
人口や産業の動向を踏まえ、約20年後の将来像を描きな
がら、「土地をどのように利用していくのか」「道路や公園、
公共交通などの都市基盤をどのように整備・充実していく
のか」といった都市計画の基本的な方針を示すものです。こ
れまで本市では、平成11年3月に策定した「佐世保市都市
計画マスタープラン」に沿って都市計画を進めてきました。
しかし前回の都市マスの策定以降、都市計画法の改正

や市町合併、人口減少社会の到来など、本市を取り巻く情
勢が大きく変化してきました。これらの変化に対応し、
合併後の新しい都市づくり、地域づくりの将来像を示す
ため、本市では平成20年度から新しい都市マスづくりに
取り組み、本年3月に新しい都市マスを策定しました。

多くの市民の皆さんとともにつくった「都市マス」

新しい都市マスづくりに当たり、本市では平成20年度
に「まちづくり（都市計画）市民意識アンケート調査」を実
施し、市民の皆さんのまちづくりに対する意向を調査し

ました。21年度からは、学識経験者や関係団体、公募市民
など15人の委員から成る「佐世保市都市計画マスタープ
ラン策定協議会」を発足して全体構想を検討。また地域別
まちづくり構想の検討に当たっては市内18地域で「地域
別懇話会」を開催するなど、多くの市民の皆さんにご協力
をいただきながら計画づくりを進め、本年3月、約2年半の
歳月をかけて新しい都市マスを策定することができました。
ご協力いただいた市民の皆さん、ありがとうございました。

04

わたしたちのまちの特性や課題を把握し、これから20年間の佐世保のまち

の姿を示す「佐世保市都市計画マスタープラン」。土地利用や道路、公園な

ど市が進める都市計画の基本的な方針となるものです。今回の特集では、

本年3月に新しく策定したこのマスタープランの全体構想、地域別まちづ

くり構想などについてお知らせします。

西九州自動車道の佐世保中央
IC付近。佐世保中央ICは、平成
9年4月に県が都市計画を決定
し、約14年の歳月をかけて昨
年3月に供用開始されました。

新しい「佐世保市都市計画マスタープラン」を策定しました!特集

市民の輝きを
支え続ける舞台づくり

22年度21年度20年度

調査

策定協議会
（全体構想）

地域別懇話会

江迎地域
鹿町地域

ࢰ ࢰࢯࢯ ࢰ ࢰ

ࢰࢯࢯ

ࢰ

1回 2回

1回
2回

3回
4回

ࢰ ࢰ

アンケート調査
地域別懇話会

ࢰ

策定スケジュール

アンケート調査

合併

3回4回 5回 6回

（地域別まちづくり構想）

ࢰ
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まちづくり（都市計画）

市民意識アンケート
調査

「まちづくり（都市計画）市民意識アンケート調査」では、市全体や地域のまちづくりな
どに関する21項目について調査を行いました。その調査結果の一部をご紹介します。

調査期間:平成21年1～2月 対象者:16歳以上の市民 抽出方法:町別に無作為抽出
配布数:2,000票 回収数:798票（回収率39.9%）

都市マスづくりには、本市の人口や産業な
どの動向を把握し、将来の姿を予測するこ
とも必要です。新しい都市マスでは、人口
の動きを右図のように予測しています。

平成42年
佐世保の人口は…

【佐世保市の将来人口の推計】

※人口の動きは、平成12、17年国勢調査の数値を
基本として、コーホート変化率法（過去の人口
実績等から変化率を求める方法）により推計し
ています。

▼

65歳
以上

▼

0歳～
14歳

▼

15歳～
64歳

※調査時期の都合により、下の2つの円グラフは江迎・鹿町地域を除く地域を対象としています。

どんなところで暮らしたいですか?

一般的な住宅地等で
暮らしたい 27.6%

郊外で自然が多く
残っているところで
暮らしたい26.7%

支所等の公共施設や
身近な商店街の近く
で暮らしたい22.7%

佐世保駅周辺や中央
商店街などの近くで
暮らしたい16.2%

その他4.5%
無回答2.4%

商業地の都市計画を
今後どのように進めてほしいですか?

各地域に立地する身近
な既存商店街を活性化
する 41.1%

幹線道路沿いに車で利用
しやすい商業施設を立地
させていく 27.1%

佐世保駅周辺や中央
商店街などの商業施
設を強化する 25.7%

その他2.0%
無回答4.1%

（人）

20.9%

33.0%
31.9%

29.1%
25.5%23.4%

33.6%

63.6%

54.7%54.8%55.5%57.8%
60.8%62.2%

15.5% 11.7%12.2%12.6%13.0%13.6%14.3%

274,399269,574

216,100
229,700

242,100253,200262,400

（年）

重要度順位満足度順位項目

4.0193.701Ԏ山並みや海、川など、美しい自然景観がある
4.2823.382Ԏ日常的な買い物をする場が身近にある
4.0673.293Ԏ道路が整備され、車で移動しやすい
4.1243.194Ԏ下水道が整備されている
3.79123.195Ԏ街並みの美しさなど良好な景観がある
3.93113.096Ԏ森林、水辺の自然に親しみ、憩える場がある
3.57143.087Ԏ史跡、文化財、歴史的街並みなど魅力的な資源がある
4.1153.078Ԏ鉄道やバス等の公共交通機関が利用しやすい
3.93103.029Ԏ公園や緑地などが整備され、利用しやすい
4.0482.9910Ԏみんなが使う公共施設でバリアフリー化が進んでいる
4.1932.9611Ԏ歩道が整備され、歩行者が歩きやすい
4.4112.8812Ԏ防災・防犯対策が充実し、安心して暮らせる
3.63132.8313Ԏ農地が保全されている
4.1162.3814Ԏ企業・会社が立地し、働く場が身近にある

お住まいの地域の「現状の満足度」と「今後の重要度」は?（5点満点で評価）

喰

喰

重要度が高く
満足度が低い

師

早急な対策
が必要！

▼

満足度
1位

▼

重要度
1位

位 点 位 点



都市づくりの課題

煙佐世保市が担うべき拠点
都市としての役割へ

の対応

煙都市のにぎわいや活力低
下への対応

煙高齢社会の進展への対応

煙持続可能な都市経営への
対応

煙地球規模で進む環境問題
などへの対応

煙自然環境との共存を基本
とした適正な土地利

用への誘導

地域づくりの課題
煙それぞれの地域特性に応じた対応煙地域コミュニティーの維持への対応煙地域が主体となった協働によるまちづくり

基本方針

煙九州北西部の拠点として、活力ある

産業・観光により、にぎわいのある

都市をつくる

煙子どもから高齢者まで誰もが安全で

快適に暮らせる都市をつくる

煙既存の都市基盤を有効活用し、環境

にやさしい持続可能な都市をつくる

煙特色ある自然や景観を守り、生かし

た、佐世保らしい都市をつくる

市民の輝きを
支え続ける舞台づくり
～地域の元気によって輝く都市～

基本方針

煙身近な地域コミュニティーの中で支

え合い、住み続けることができる地

域をつくる

煙地域資源を守り、生かし、住民との

協働により愛着のある地域をつくる

拠点都市としての活力と

快適な生活を維持・向上する

「都市づくり」

市民とともに地域の個性を

伸ばし、住み続けることがで

きる「地域づくり」

都市づくり・地域づくり

将来像と基本方針

都市・地域づくりの将来像

写真（左から）三川内地域の煙突群、黒島天主堂、
小佐々地域の日本本土最西端の地
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本市の新しい都市づくり・地域づくりの将来像は「市民の輝きを支え続ける舞
台づくり」。さまざまな課題に対応し、「拠点都市としての活力と快適な生活を
維持・向上する都市づくり」「市民とともに地域の個性を伸ばし、住み続けるこ
とができる地域づくり」に取り組みます。

PU
BLIC

RELATIO
N
S

SA
SEBO

2011_6

07

まちづくりの基本的な考え方

効果的な拠点の配置と各拠点の機能向上

都市や地域の活力と魅力を高める拠点をバラ
ンスよく配置し、それぞれの役割に応じた機
能の向上を図ります。

各地域が連携した一体性の高い市域の創出

都市全体の一体性を醸成し、各地域の日常生
活サービスを補完するため、各拠点間を効率
的に結ぶ交通ネットワークを構築します。

自然環境と市街地との共存関係の維持

本市は豊かな自然環境と市街地とが近接した
特色ある都市空間を形成しています。このよ
うな自然と市街地の共存関係を維持していき
ます。

機能連携・調和型
のまちづくり

本市が目指すのは、中心市街地へ都市機能を集約しながら、周辺地域の生活拠
点においても必要な都市機能を強化し、各地域の連携によって市全体の活力や
魅力を高める「機能連携・調和型のまちづくり」。豊かな自然環境を守りながら、
活気とにぎわいのあるまちづくりを進めていきます。

平戸・松浦方面

大村方面

西海方面

西海・長崎
方面

海外

新上五島方面

佐賀・福岡方面

波佐見方面

松浦方面

江迎
鹿町

小佐々

佐
々
町

吉井

世知原
黒島

九十九島

宇久

針尾 江上

ハウステンボス

日宇

大塔

早早早岐岐
三川内

宮

相浦

大野

柚木

中里皆瀬

佐
賀
・
福
岡
方
面

佐
賀
方
面

多くの拠点が連携!
今後20年間の佐世保の姿
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18地域のまちづくり

ಛ༗のࣗવ΍จԽత؍ܠΛकりɺ

ੜ͔ͨ͠ɺ͖ͨͯͬؼくͳΔま

ちづくり

;΍๛͔ͳࣗવͱݯࢿจԽ࢙ྺ

Ε͋͏ɺࣗવͱਓʹ΍さ͍͠ま

ちづくり

౎市ػೳのूੵ΍地域ݯࢿΛੜ

͔͠ɺଟくのਓが๚ΕΔརศੑ

の͍ߴまちづくり

�黒島 �大野 �中里皆瀬

఻౷ܳ޻のΈ͔ΘちমΛੜ͔͠ɺ

๛͔ͳࣗવͱௐ࿨ͨ͠ɺಛ৭͋

Δまちづくり

ಛ৭͋Δࣗવͱྺ࢙Λकりɺ׆

ྗ͋Δ೶ۀΛੜ͔ͨ͠ɺັྗ͋

;ΕΔまちづくり

఺΍ॅ୐地ͳͲの市֗地ڌޫ؍

ͱɺࣗવ๛͔ͳूམ地がௐ࿨͠

ͨまちづくり

��針尾 ��三川内��江上

๺۝े۝ౡのඒ͍ࣗ͠વΛମײ

Ͱ͖Δɺ๚ΕͨくͳΔまちづくり

ಛ৭͋Δྺ࢙΍఻౷ͳͲのັྗ

ΛߴΊɺ͋ؾ׆ΔަྲྀΛҭΉま

ちづくり

ւのܙΈ͋;ΕΔ๛͔ͳࣗવΛ

ੜ͔ͨ͠ɺ͏Δ͓͍の͋Δまち

づくり

��江迎 ��鹿町��小佐々

地域別まちづくり構想とは、「身近な地域
コミュニティーを単位とした各地域のまち
づくり」の構想です。本市では支所・行政セ
ンター単位を基本として、18地域で「地域別
懇話会」を開催（1地域当たり4回）し、延べ約
1,300人の皆さんと一緒に、まちの特性や課
題、将来像などを考えました。各地域のま
ちづくりのテーマは、上記「市民の皆さんが
主役!18地域のまちづくり」のとおりです。

地域別
まちづくり構想
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市民の皆さんが主役!

౎市の͚んҾ役ͱͯ͠ɺʹ ͗Θ͍

ͱྗ׆ʹ͋;ΕɺॅΉਓɺ๚ΕΔ

ਓʹͱͬͯշదͳまちづくり

จػڭೳΛੜ͔͠ɺੜ͖ੜ͖ͱ

ͨ͠ަྲྀΛҭΉɺʹ͗Θ͍の͋

Δまちづくり

༤େͳࣗવʹғまΕͨ๛͔ͳ฻

Β͠ͱަྲྀΛҭΉɺை෩の܆Δ

まちづくり

佐世保中央 �宇久 �相浦

๛͔ͳࣗવ΍೶ۀͱ਌͠Έɺ;Ε

͋͏ɺ͍ܜͱަྲྀのまちづくり

Λ͸͡Ίͱͨࣗ͠વͱށ੉ذૣ

ௐ࿨͠ɺշదͰɺʹ͗Θ͍の͋

Δまちづくり

ॅɾ঎ɾ޻がௐ࿨ͨ͠市֗地ͱ

എޙのࣗવڥ؀がڞଘͨ͠まち

づくり

�柚木 �日宇 �早岐

ແځಎͳͲのྺ࢙จԽΛकりɺ

ੜ͔͠ɺ๛͔ͳࣗવͱௐ࿨ͨ͠

まちづくり

がΔࣗવΛ޿ʹͦ͢ࢁのࢁݟࠃ

कりɺੜ͔ͨ͠ɺަྲྀΛҭΉま

ちづくり

ʹʑࢁʑ઒のਗ਼ྲྀͱ྘๛͔ͳࠤ

๊͔Εͨɺྺ࢙ͱࣗવのັྗ͋

;ΕΔまちづくり

��宮 ��吉井 ��世知原

佐世保市都市計画マスタープランは
「本市の将来像の明確化」を役割として
います。これは、市民、事業者、行政が
共通の目標を認識し、お互いに役割を
分担しながら、将来像を実現していく
ことを目的としたものです。
今後、このプランで描いている将来
像を実現していくためには、市民の皆
さんが主体となり、まちづくりに積極

的に関わっていただくことが欠かせま
せん。本市では今後とも、全体構想に
示している「機能連携・調和型のまちづ
くり」、地域別まちづくり構想に示して
いる各地域のまちづくりの実現に向け、
市民協働により、皆さんと一体となっ
てまちづくりを進めていきますので、
ご理解とご協力をお願いします。

問̝都市政策課 緯24-1111

将来像の実現
に向けて



女性特有の「子宮頸がん」や「乳がん」は早期発見・
早期治療で治る確率が高いがんですが、検診受診率はい
まだに低い状況にあります。そのため本市では、一定年
齢の女性を対象に、この2つのがん検診の「無料クーポン
券」と、がんや検診について解説した「検診手帳」を平
成21年度から配布しています。本年度の対象者には6月
下旬に自宅へ送付しますので、ぜひ受診しましょう。
クーポン券の有効期限

来年3月31日（土）まで
検診の実施場所

市内の登録医療機関、保健所
検診内容

子宮頸がん検診子問診、視診、子宮頸部の細胞診
乳がん検診子視触診、マンモグラフィー検査
対象者

ことし4月20日現在で本市に住民票があり、表1・2の
生年月日、年齢に該当する女性
※4月21日以降に本市に転入し、表1・2の年齢に該当す
る女性も本市の無料検診の対象となりますので、健康
づくり課にご連絡ください。
※4月21日以降に市外へ転出した人は本市の検診の対象
になりませんので、転出先の市町村窓口で無料クーポ
ン券の交付を受けてください。
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市政通信

獅 子宮頸がん検診、乳がん検診の無料券を送付対象者にクーポン券
などを送付します

冗健康づくり課 緯24-1111

※表1・2の年齢は本年4月1日現在。

総合病院助産師・看護師採用試験

試 験 日 7月17日（日）
試験会場 市立総合病院
受付期間 6月1日（水）～30日（木）
受験資格

一 般 昭和46年4月2日以降に生まれ、看護師また
は助産師の免許を持つ人か、来年5月までに
免許取得見込みの人

経験者 昭和41年4月2日以降に生まれ、助産師の免
許を持ち、助産師・看護師または准看護師
として10年以上の経験がある人

採用予定人員 看護師・助産師とも若干名
試験案内、申込書の配布場所

市立総合病院総務課、市役所玄関案内・職員課、各支
所・行政センター
※申込書は総合病院・市ホームページからもダウン
ロードできます。

冗市立総合病院総務課 緯24-1515

10月から総合病院の診療科目を変更

市立総合病院では、患者や地域住民の皆さんが自分
の病状等に合った適切な診療科を選択できるよう、次
のとおり、診療科目を21科から28科に変更します。
変更日 10月1日（土）から
変更後の診療科目

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、
神経内科、血液内科、腎臓内科、糖尿病・内分泌内科、
小児科、外科、呼吸器外科、消化器外科、乳腺外科、
整形外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、
耳鼻いんこう科、放射線科、歯科、麻酔科、
リハビリテーション科、形成外科、脳神経外科、
心臓血管外科、救急集中治療科、病理診断科
※下線を引いたものは変更または新設する科目です。
※現在休診している精神科はなくなります。

冗市立総合病院企画情報室 緯24-1515

年齢生年月日

20歳平成 2年4月2日～平成 3年4月1日

25歳昭和60年4月2日～昭和61年4月1日

30歳昭和55年4月2日～昭和56年4月1日

35歳昭和50年4月2日～昭和51年4月1日

40歳昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

表1子宮頸がん無料検診の対象者

年齢生年月日

40歳昭和45年4月2日～昭和46年4月1日

45歳昭和40年4月2日～昭和41年4月1日

50歳昭和35年4月2日～昭和36年4月1日

55歳昭和30年4月2日～昭和31年4月1日

60歳昭和25年4月2日～昭和26年4月1日

表2乳がん無料検診の対象者
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市役所の耐震補強工事を開始

市役所本庁舎の耐震補強工事を下記日程で行います。
著しい騒音、振動を伴う工事はできるだけ閉庁時に行
う予定ですが、工期の都合等により開庁時に行う場合も
あります。ご迷惑をお掛けしますが、皆さんのご理解
とご協力をお願いします。
工事期間 6月末～来年1月末
工事対象 1階：保険料課、医療保険課（庶務係、給付係）、

トイレ、ホール窓側天井部梁ほか
2階：市民税課、資産税課ほか
3階：議場
5階:屋上 13階:屋上ほか

※工事期間中は次の部署の場所が移動します。ご来庁

の際はご注意ください！

市民税課、資産税課子7月4日（月）から9月22日（木）
まで13階・大会議室へ移動（予定）
保険料課、医療保険課子10月11日（火）から来年1月
20日（金）まで13階・大会議室へ移動（予定）

冗財産管理課 緯24-1111

「e宣言＠サセボ」登録希望団体を募集

地球温暖化防止のために事業所などで自主的に取り
組んでいること、これから取り組むことを自主宣言（ e

イー

宣言）し、広くアピールしませんか。市から「e宣言 ＠
イー アツト

サセボ」自主宣言団体に認定されると、統一ロゴマーク
やステッカーが使用できるほか、企業名や活動内容な
どが市ホームページで紹介されます。
対象

市内に事務所や店舗、工場などがある事業所、企業、
団体
応募方法

申請書に必要事項を記入し、持参か郵送（〒857-0851、
稲荷町1-8）、ファクス（34-4477）で環境保全課へ
※詳しい認定基準や申請書の様式は市ホームページ
をご覧ください。

募集期限

7月29日（金）
冗環境保全課 緯26-1787

獅 市民霊園の墓地使用者を募集市民霊園をご利用
ください

佐世保市民霊園（大潟町）の墓地使用者を募集します。
受付期間

7月8日（金）～22日（金）の平日9時～16時30分
受付場所

中央保健福祉センター・8階会議室2（高砂町）
種類、数

4釈型墓地…40区画、6釈型墓地…36区画
申し込み資格

次の条件をすべて満たす人
①現在、市内に居住し佐世保市住民基本台帳に記録、
または外国人登録票に登録されている人
②原則として、市内に申請者名義の墓地を持っていな
い人
③埋蔵できる遺骨を持っている人
墓地の使用料

※1園路に接する墓地の即納使用料は10％増額となります。
※2年額使用料は3年分前納となります。

申込書の配布

7月1日（金）から生活衛生課（中央保健福祉センター・
5階）で配布し、8日からは受付場所でも配布します
その他

申し込みは1人1区画だけで、4釈型か6釈型のどちら࢑
か1つしか申し込むことができません。

。郵送では受け付けません࢑
。墓地はすべて1度以上使用されたものです࢑
。申し込みの際に場所を希望することはできません࢑
使用場所は公開抽選で決定します（申し込み数が公
募予定数に満たない場合を除く）。
公開抽選

日時 8月10日（水）13時30分～
場所 コミュニティーセンター・5階ホール

（光月町）

冗生活衛生課 緯24-1111

年額使用料（※2）即納使用料（※1）種類

3,300円230,000円4釈型

4,900円345,000円6釈型



獅 風水害に備えましょう日ごろから
準備、確認を！
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本市では地球温暖化防止に向け、環境負荷の少ない自
然エネルギーの普及促進を図るため、住宅用太陽光発電
設備を設置した人に対し補助金を交付します。
対 象 者 市内に住所を有し電灯契約を結んでいる人で、

過去に本市から太陽光発電設備設置に対する
補助金の交付を受けたことがなく、本年4月1
日以降に設備の設置工事に着手する人など

補 助 額 設備1基あたり6万円（定額補助）
※1世帯につき1基まで。

募集期間 来年3月30日（金）まで

受付件数 600件（募集期間内でも600件に達し次第受け
付けを終了しますので、ご了承ください）

申請方法 申請には一定の条件や必要な添付書類等があ
りますので、詳しくは市のホームページをご
覧いただくか、環境保全課へお尋ねください

※この補助金は、国・県が実施する同種の補助金と併用
して申し込むことができますが、本市が実施している
「住宅リフォーム緊急支援事業補助金」と併用して申し
込むことはできません。

冗環境保全課 緯26-1787

市政通信

獅 住宅用太陽光発電設備の設置に補助金を交付自然エネルギーの
普及促進に向けて

間もなく梅雨の時季を迎えます。日ごろから防災気
象情報に気を配り、注意が必要なときにはテレビやラ
ジオなどで最新の情報を収集し、災害に備えましょう。
˙防災気象情報の活用

大雨などのときに発表される注意報や警報は、各地
域の住民に注意を呼び掛け、災害による被害を最小
限に食い止めることを目的としています。
大雨警報…大雨によって重大な災害が起こる恐れが
ある場合に発表され、災害危険箇所では避難の準
備が必要です。（1時間の雨量が70宗以上、宇久地
域は60宗以上）

大雨注意報…大雨によって災害が起こる恐れがある
場合に発表され、避難の心構えが必要です。

˙日ごろの備え

虚危険な場所などを調べ、災害時の避難場所や安全
な避難経路などを確認しておきましょう

許高齢者などに隣近所で声を掛け合い、災害時には
一緒に避難しましょう

距多量の降雨、土砂災害の前兆現象など周囲で異変
を発見したら早めに避難しましょう
土砂災害の前兆現象

がけ崩れ子がけからの水が濁る、がけに亀裂が入る、
がけから小石が落ちてくる、がけから音がするなど
地すべり子地面にひび割れができる、井戸や沢の水
が濁る、がけや斜面から水が吹き出すなど
土石流子山鳴りがする、雨が降り続いているのに川
の水位が下がる、川が濁り流木が流れるなど

˙早めの避難

土砂災害の多くは雨が原因で発生します。1時間に20
宗以上、降り始めから100宗以上の降雨量になったら
十分な注意が必要です。

˙避難所表示板

本市では、地区公民館や学校、公園などを災害時の避
難場所に指定し、地域住民に広く周知するために「避
難所表示板」を設置しています。避難する場合は、周
囲の状況を確認し、安全な経路で避難してください。

「̇佐世保市防災マップ」の活用

防災マップは、災害が発生した
ときに安全かつ速やかに避難で
きるように、最寄りの避難場所
や目標となる公共施設などを表
示したものです（中学校区単位）。
消防局のホームページにも掲載
していますので、事前に避難場
所を確認し災害に備えましょう。

˙災害時の連絡先

がけ崩れ、落石などの土砂災害子河川課緯24-1111࢑
道路に関する災害子道路維持課緯24-1111࢑
上記以外の災害子消防局防災対策課緯23-5121࢑
人命にかかわる緊急な災害子消防局指令課緯119࢑
※行政センター管内の災害は行政センターへ連絡を。

冗消防局防災対策課 緯23-5121
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地デジ臨時相談コーナーを開設します!

地デジ全般に関する問い合わせ子デジサポ長崎 緯095-804-5500

ケーブルテレビでの地デジ視聴の問い合わせ子テレビ佐世保 緯25-6388

この記事に関する問い合わせ子情報政策課 緯24-1111

地デジ化の準備を始める皆さんにお願い
アナログテレビ放送の終了間際は、地デジ受信機器の注文やアンテナの設置調整、ケーブルテレビへの

工事依頼などが集中し、混雑が予想されます。アナログテレビ放送終了までに、確実に地デジが受信で

きるよう早めの準備をお願いします。

6月27日（月）～8月26日（金）9時～17時
市役所1階・イベントホール(土・日曜、祝日除く）

次の場所でも開設します
「地デジ臨時相談コーナー」日程表

開設日（9時～17時）場所

7月2日賞、9日賞、16日賞

23日賞、24日裳、30日賞

中央保健福祉センター
・1階ロビー

6月27日訟、28日証

8月1日訟、2日証、3日詔

吉井行政センター

6月29日詔、30日詳

8月4日詳、5日象、8日訟

世知原行政センター

7月1日象、4日訟

8月9日証、10日詔、11日詳

小佐々行政センター

7月5日証、6日詔

8月12日象、15日訟、16日証

江迎行政センター

7月7日詳、8日象

8月17日詔、18日詳、19日象

鹿町行政センター

7月11日訟、12日証、13日詔

8月22日訟、23日証

早岐支所
（東部住民センター）

7月14日詳、15日象

8月24日詔、25日詳、26日象

相浦支所

本市では、地上デジタル放送の視聴に関するさま
ざまな相談や質問にお答えする「地デジ臨時相談
コーナー」を市役所に設置します。このコーナー
では、デジサポ長崎（総務省長崎県テレビ受信者
支援センター）やケーブルテレビ事業者（テレビ
佐世保）の相談員が直接対応し、皆さんの受信環
境に合った具体的な地デジ対策をアドバイスします。
相談は無料で、事前の申し込みも不要です。相談
の内容によっては、実際にご自宅へ訪問して受信
調査なども行います。地デジの準備が済んでいな
い人は、この機会にぜひご相談ください。
※市役所、中央保健福祉センターでの相談コーナー開
設時は、電話（緯24-1111）でも相談を受け付けます。
（通話料は有料） ※開催場所・日程は都合により変更する場合があります。

アナログテレビ放送は、7月24日の正午
から見ることができなくなります！
ご自宅の地デジ化は、もうお済みですか？
まだアナログ放送を見ているご家庭は
地デジの準備を急ぎましょう！

▼

申し込み
不要!

▼
相談
無料
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ことしは、宇久島を代表する
二大夏祭りが同じ日に開催さ
れる特別な年。昼はみこしを
担いで激走する「祇園祭」を、
夜はみこしを乗せた船の明か
りが幻想的な「竜神祭」（ひよ
ひよ祭り）を楽しむスペシャ
ルツアーです。
時̝7月17日裳～18日訟蕉

場̝鯨瀬ターミナル集合、解散
料̝22,000円（1泊2日3食付き）
定̝20人（市民モニター10人）
<旅行主催>
させぼパール・シー叙

イリコ生産日本一の漁師まちで獲れたてをいただく

小佐々の朝めしバスツアー
イリコの原料カタクチイワシ漁の最盛期に、小佐々地域
に水揚げと加工の現場を訪ねます。アツアツのイリコご
はんと、獲れたて鮮魚で海鮮茶漬けはいかがですか？

時̝7月23日賞6時20分～10時30分 場̝佐世保駅集合、解散
料̝3,800円（ガイド料、バス代、朝食、保険含む）
定̝25人（市民モニター20人）
<旅行主催>除佐世保観光コンベンション協会

申̝往復はがきに、参加者の住所、氏名、年齢、生年月日、電話番号（自宅・携帯）、ツアー名、申し込み人数（はがき1枚で2人
まで）、「市民モニターツアー希望」と記入し、時旅デスクへ 〆̝6月17日象必着

※応募多数の場合は抽選となります。市民モニター参加者にはアンケートにご協力いただき、宇久島二大祭りツアーは2,500
円分、小佐々の朝めしツアーは1,000円分の時旅参加料として使えるクーポンをプレゼントします。

問̝除佐世保観光コンベンション協会 時旅デスク 〒857-0863 三浦町21-1 緯23-7212

クーポン付き!お得な市民モニターツアーの参加者を募集します

えぼし子ども村参加者募集

夏休みの思い出づくりに、テントに宿
泊しながら自然体験をしませんか。
時̝7月29日象～31日裳

場̝県立佐世保青少年の天地
対̝ 市内在住で、2泊3日のキャンプが
できる小学4年～中学2年生

料̝3,000円（食費、教材費）、米1合
定̝80人（応募多数の場合は抽選）
申̝はがきに住所、氏名（振り仮名）、年
齢、性別、学校名、学年・組、保護
者名、電話番号を記入して社会教育
課（〒857-8585・住所不要）へ

〆̝7月13日詔必着
問̝社会教育課緯24-1111

クリーンフェスティバルinこさざ

海岸の清掃をして汗を流したあとは、
バーベキューで昼食！午後からは、カ
ヌーやバナナボートの体験試乗会を行
います。
時̝7月10日裳10時～14時ごろ
場̝海洋スポーツ基地カヤックセンター
料̝600円（昼食、保険料含む）
定̝先着80人
申̝6月10日象から、電話で海洋スポー
ツ基地カヤックセンターへ

〆̝7月3日裳

問̝海洋スポーツ基地カヤックセンター
緯68-3378

山・海・プール

外で元気に遊ぼう！

プール開き
【総合グラウンド】
時̝6月26日裳～9月4日裳9時～17時
料̝高校生以上400円、小・中学生160
円、幼児100円、ウオータースライ
ダー（3回）100円

問̝総合グラウンドプール管理事務所
緯47-3125

【小佐々海洋センタープール】
時̝6月25日賞～9月25日裳9時～21時
6月4日賞～19日裳は土・日曜だけ開場

料̝大人100円、高校生以下50円
※スイミングキャップ着用。
問̝小佐々海洋センタープール
緯68-3377

※どちらも火曜休場、夏休みは無休。

6月26日裳は、中学生以下の人に限り
入場、ウオータースライダーが無料！

SASEBO

時
とき

旅
たび

写真（上）祇園祭、（下）竜神祭

五島列島最北・宇久島二大夏祭り
平の祇園祭と神浦の竜神祭
たいら
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レジデンス弦楽四重奏団
「アルカス クァルテット」

国内外で活躍する若手演奏家が、アルカス中
ホールを拠点に活動を行うレジデンス・クァル
テットを結成します。
出演：川崎洋介、西野ゆか、柳瀬省太、辻本玲
時̝7月18日訟蕉15時開演 場̝中ホール
料̝全席指定 一般2,000円、学生500円

桂文珍独演会
多くのご要望に応え、上方落
語を代表する「桂文珍」が、6
年半ぶりにアルカスSASEBO
に登場！文珍落語はじっく
り聞かせる「古典落語」と奇想
天外なストーリーの「創作落
語」で構成されており、その
組み合わせで会場を沸かせる
術では日本一といわれています。
抱腹絶倒の文珍落語の世界、
どうぞお見逃しなく！
時̝7月31日裳13時開演
場̝大ホール
料̝全席指定3,500円

夏休み土器づくり体験

時̝7月23日賞10時～16時
場̝総合教育センター（保立町）
内̝粘土をこねて土器の形を作る
対̝小学3年生以上 料̝1,000円
定̝30人（応募多数の場合は抽選）

古代技術に挑戦＆夏休み歴史巡り
時̝8月6日賞9時30分～16時
場̝総合教育センター（保立町）
内̝ 火おこしや勾玉づくりなど古代技
術を体験する

対̝小学3年生以上 料̝無料
定̝50人（応募多数の場合は抽選）

申̝ いずれも住所、氏名、生年月日、
年齢、電話番号、希望講座名を電
話、はがき（〒857-8585・住所不要）、
ファクス（25-9682）、Eメール
（syakai@city.sasebo.lg.jp）で社会
育課へ 〆̝開催日8日前

問̝社会教育課緯24-1111

第41回佐世保市シルバー作品展
時̝6月8日詔～12日裳10時～17時
（12日は15時まで）
場̝島瀬美術センター・2階展示場
内̝高齢者による創作品（手工芸品、書、
絵画など）の展示

料̝無料
問̝健康づくり課
緯24-1111

佐世保市中学校体育大会
時̝6月11日賞～13日訟

水泳競技は6月17日象

場̝総合グラウンド陸上競技場ほか
問̝スポーツ振興課緯24-1111

佐世保市少年の主張大会
時̝7月2日賞12時～16時20分（予定）
場̝コミュニティセンター（光月町）
内̝市内の中学生の弁論大会
問̝社会教育課緯24-1111

6月21日はミッフィーのお誕生日！
6月1日詔～21日証は、世界中で愛され続
けているミッフィーのお誕生日をお祝い
する、ミッフィーマンスを開催します。

【ミッフィーのお誕生会】

時̝6月18日賞～21日証14時～14時30分
場̝ワールドバザール
6月19日裳は限定ケーキが登場します
（11時から引き換え券を販売。500円）。

IllustrationsDickBruna鴎copyrightMercisbv,1953-2011
www.miffy.com

ハウステンボス闇と光の王国第2章
第2弾は「空中編」。普段は入ることが
できない場所を限定公開します。まる
で宇宙船に迷い込んだような施設内に
は、効果音や光、映像技術などの演出
を施し、スリリングでファンタジック
な新感覚体験ツアーを楽しめます。
時̝6月4日賞～7月10日裳

場̝ニュースタッド地区
料̝600円
※8歳未満の子ども、車いす利用の人、
通常の歩行に支障がある人はご利用
いただけません。

問̝ハウステンボス緯0570-064-110

ハウステンボス情報 郷土史体験講座の参加者募集

アルカスSASEBO公演情報 緯42-1111

※イメージ
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煙九十九島動植物園

〒857-1231船越町2172 緯28-0011 開園時間=9時～17時15分 入園料＝高校生以上400円、小・中学生100円（保護者が同伴する6歳未満の
幼児は無料） ※70歳以上の市内在住者は入園時に公的証明書を提示すると無料になります。市営バス1日乗車券利用者は入園料2割引き。

プラネタリウム
一般投映（約45分間）
時̝月・水・木・金曜 15時、16時
土曜 13時、15時、16時
日曜 10時、11時、13時、15時、16時

※土曜の10時、11時は学習投映（無料）
を行います。
内̝夏の星座紹介、星座にまつわる話
料̝高校生以上300円、中学生以下150円
※30人以上の団体は割り引きあり。

夏休み子ども科学教室
内̝おもしろ実験、ロボット・工作教室
など
※開催日時は各教室で異なります。

対̝小・中学生
〆̝7月3日裳

※申し込み方法や日程など詳しくは、
小・中学校に送付するポスターやチ
ラシをご覧になるか、同館へお尋ね
ください。

昆虫植物採集会
時̝7月24日裳10時～15時
説明・準備物製作会を7月16日賞13
時から同館で開催します

場̝烏帽子岳周辺
内̝昆虫や植物を採集し、標本を作成
対̝市内の小・中学生
定̝昆虫採集、植物採集とも各30人
申̝6月17日象から電話か直接同館へ
※材料費（昆虫100円、植物50円）、保
険料（50円）が必要。

煙少年科学館

〒857-0031保立町12-31（市総合教育センター内） 緯23-1517 開館時間=9時～17時 休館日＝火曜、祝日 ※駐車場あり。

両生類・爬虫類展示
ヘビやトカゲ、カエルはもちろん、世
界の面白くて珍しい両生類や爬虫（は
ちゅう）類、16種50点を展示。奇妙な
姿や変わった行動を観察してみよう！
時̝6月11日賞～26日裳

※期間中の土・日曜11時と14時30分か
ら「タッチングガイド」を行います。

カブトムシの飼い方教室
カブトムシの生態や飼育方法などの学
習を通して、身近な生物への関心を深
めよう。移入外来種の危険性なども学
習します。
時̝6月12日裳、19日裳

13時15分～14時15分
料̝300円 定̝各日40人
申̝電話で同園へ

観葉植物の育て方講習会
時̝6月12日裳10時30分～12時
内̝観葉植物の基礎知識についての講習、
植え替え・増やし方の実習

料̝200円 定̝30人 申̝電話で同園へ

観葉植物の寄せ植え講習会
時̝7月10日裳10時30分～12時
内̝室内で長持ちする寄せ植えの作成
料̝2,500円 定̝30人 申̝電話で同園へ※ほかにもさまざまなイベントを実施しています。詳しくはお尋ねください。

みんなで会いに来てね

シマウマの赤ちゃん誕生！

5月3日早朝、園内でチャップマン
シマウマのコウタ（オス・17歳）とカ
リン（メス・7歳）の間にメスの赤ちゃ
んが誕生しました。
赤ちゃんは、体は小さくても自分の

足でしっかりと立ち、お母さんのおっ
ぱいを上手に飲んでいます。園の職員
は、この赤ちゃんが元気に成長するこ
とを願いながら懸命に飼育しています。
皆さんも、この愛らしい赤ちゃんに

会いに来てくださいね！

暫名 前：今後公募予定
暫性 別：メス
暫誕生日：5月3日
暫性 格：好奇心旺盛

ハッピーパールマンス

九十九島水族館「海きらら」では、6月
の誕生石である真珠（パール）にちなん
だ特別企画を実施！館内にある「真珠
の玉出し体験コーナー」では、通常500
円の体験料が450円になります。ぜひ
挑戦してください。
時̝6月1日詔～30日詳

（「海きらら」の入館料が必要）

「九十九島CLUB」
クラブ

入会キャンペーン

九十九島水族館「海きらら」、九十九島
遊覧船「パールクィーン」「海王」が1
年間、何度でも利用できるお得な年間
フリーパスカードです。キャンペーン
期間中、新規で水族館と遊覧船のセッ

トカードにご入会いただくと、真珠の
玉出し体験を1回プレゼントします。
時̝6月1日詔～30日詳

料̝大人5,000円、中学生4,000円、
4歳～小学生2,500円

こどもひろば お楽しみ会
時̝6月11日賞、25日賞、7月2日賞、9日
賞11時30分、14時30分（約30分）

場̝「海きらら」こどもひろばあまもば
内̝読みがたりなど（詳しくはお尋ねを）
料̝無料（「海きらら」の入館料が必要）

九十九島工房

時̝6月18日賞11時、14時
場̝「海きらら」こどもひろばあまもば
内̝佐世保高専の先生の指導によるもの
づくり体験「お魚まが玉づくり」

対̝幼児～（小学3年生以下は保護者同伴）
定̝各10人
料̝300円（「海きらら」の入館料が必要）
申̝電話で「海きらら」へ

煙九十九島ビジターセンター

特別整理休館
蔵書点検のため休館します。
時̝6月19日裳～30日詳

場̝市立図書館、早岐・相浦・世知原・
宇久地区公民館図書室

今月のおすすめ図書
「やっぱりおおかみ」
ささきまき著（福音館書店）
一匹だけ生き残っていたおおかみ。仲

間を探してうさぎの国やぶたの国をさ
まよいますが…。自分とは何か、どう
生きるのかということまで考えさせて
くれる絵本です。

「つばさものがたり」
雫井修介 著（小学館）
しずくい

君川小麦、26歳、パティシエール。家
族と天使の助けもあってケーキ屋を開
店。大ヒット作「犯人に告ぐ」「クロー

ズド・ノート」に続く新たな代表作の誕
生。泣ける家族小説です。
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〒857-0026宮地町3-4 緯22-5618
開館時間=10時～18時（金曜は一般室、講座室は20時まで） 休館日＝月曜、祝日（月曜の場合は翌日も）、月末（月曜の場合は前日も）

煙市立図書館

西海パールシーリゾート 〒858-0922鹿子前町1008 緯28-4187「海きらら」開館=9時～18時、市民料金=4歳～中学生500円、高校生以上990円
九十九島ビジターセンター 〒858-0922鹿子前町1055 緯28-7919 FAX28-7351 開館＝9時～18時（入館無料）

煙西海パールシーリゾート

夏の花を探しに行こう!in九十九島

船で島に渡り、九十九島に咲く夏の花
「カノコユリ」「ハマボウ」を観察します。
時̝7月31日裳13時～15時30分
対̝小学生以上（小学3年生以下は保護者
同伴）̝料1人500円（同伴者も必要）

定̝10人（応募多数の場合は抽選）

7月夏休み工作教室
時̝7月24日裳10時～12時
対̝小学4年生以上
内̝回り灯ろうを作ろう！
料̝1人600円
定̝20人（応募多数の場合は抽選）

上記イベントの申し込み方法と締め切り
申̝参加者の氏名・年齢・性別、代表者の
住所と電話番号を明記し、往復はがき
かファクスで九十九島ビジターセンター
「夏の花を探しに行こう」係か「7月夏
休み工作教室」係へ

〆̝7月11日訟必着

市
の
花
「
カ
ノ
コ
ユ
リ
」



義
援
金

（
4
月
受
け
付
け
分
、
敬
称
略
、
順

不
同
）

▽
社
会
医
療
法
人
財
団
白
十
字
会

（
大
和
町
）
▽
佐
世
保
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
▽

社
会
医
療
法
人
財
団
白
十
字
会
職

員
一
同
（
大
和
町
）
▽
テ
レ
ビ
佐
世

保
（
上
京
町
）
▽
佐
世
保
卸
団
地
協

同
組
合
（
卸
本
町
）
▽
早
岐
地
区
自

治
会
連
合
会
（
早
岐
1
丁
目
）
▽
モ

リ
ヤ
マ
シ
ズ
コ
▽
㈲
サ
ン
・
キ
ョ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
東
浜
町
）
▽

太
田
亨
（
熊
野
町
）
▽
泉
福
寺
一
組

公
民
館
（
瀬
戸
越
2
丁
目
）
▽
さ
せ

ぼ
四
ヶ
町
商
店
街
協
同
組
合
（
本
島

町
）
▽
米
海
軍
第
7
艦
隊
コ
ン
サ
ー

ト
時
義
援
金
▽
坂
の
上
公
民
館
（
原

分
町
）
▽
船
越
町
公
民
館
（
船
越

町
）
▽
ア
マ
ガ
サ
キ
コ
ウ
ジ
▽
㈱
佐

世
保
玉
屋
（
栄
町
）
▽
大
野
公
民
館

（
松
瀬
町
）
▽
ヨ
シ
イ
チ
ヨ
ウ
ヤ
ク

バ
ワ
コ
ウ
ト
▽
社
会
福
祉
法
人
佐

世
保
白
寿
会
（
鹿
子
前
町
）
▽
佐
世

保
白
寿
会
職
員
一
同
（
鹿
子
前
町
）

▽
ツ
ク
モ
シ
ゲ
ン
グ
ル
ー
プ
▽
㈱

古
川
電
機
製
作
所
（
大
和
町
）
▽
船

越
中
央
町
内
会
（
船
越
町
）
▽
西
大

和
町
公
民
館
（
大
和
町
）
▽
西
天
神

町
公
民
館
（
天
神
5
丁
目
）
▽
西
部

道
路
グ
ル
ー
プ
役
職
員
一
同
（
福
石

町
）
▽
㈲
貞
方
産
業
（
福
石
町
）
▽

カ
ト
ウ
ハ
ジ
メ
▽
ク
レ
ー
ル
の
丘

自
治
会
（
有
福
町
）
▽
東
浜
町
1
組

自
治
会
（
東
浜
町
）
▽
㈱
白
浜
工
業

（
元
町
）
▽
西
高
梨
町
公
民
館
（
高

梨
町
）
▽
佐
世
保
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

（
早
岐
2
丁
目
）
▽
加
勢
地
区
（
鹿

町
町
下
歌
ヶ
浦
）
▽
大
加
勢
地
区

（
鹿
町
町
下
歌
ヶ
浦
）
▽
保
立
町
二

組
公
民
館
（
保
立
町
）
▽
㈲
ト
ー

コ
ー
（
高
梨
町
）
▽
花
高
三
丁
目
市

一
組
自
治
会
（
花
高
3
丁
目
）
▽
赤

崎
二
組
公
民
館
（
赤
崎
町
）
▽
佐
世

保
市
消
防
団
第
3
分
団
（
指
方
町
）

▽
御
堂
地
区
（
鹿
町
町
深
江
）
▽
タ

シ
マ
マ
キ
コ
▽
前
平
町
内
会
（
木
原

町
）
▽
峰
公
民
館
（
松
瀬
町
）
▽
木

原
町
内
会
（
木
原
町
）
▽
大
屋
地
区

（
鹿
町
町
大
屋
）
▽
佐
世
保
鮮
魚
介

商
業
協
同
組
合
（
相
浦
町
）
▽
日
宇

町
2
組
自
治
会
（
日
宇
町
）
▽
え
び

す
会
内
山
緑
郎
（
相
浦
町
）
▽
ア
ル

カ
ス
S
A
S
E
B
O
（
三
浦
町
）
▽

医
療
法
人
世
知
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
世

知
原
町
栗
迎
）
▽
㈲
ミ
ラ
ク
ル
乳
業

従
業
員
一
同
（
田
原
町
）
▽
上
原
町

1
班
（
上
原
町
）
▽
マ
ツ
モ
ト
ナ
オ

キ
▽
佐
世
保
市
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
市
役
所
地
下
売
店
（
八
幡
町
）

▽
川
﨑
禹
夫
（
八
幡
町
）
▽
サ
セ
ボ

ハ
イ
シ
ヤ
セ
ン
タ
ー
キ
ヨ
ウ
ド
ウ

ク
ミ
ア
イ
▽
東
今
福
公
民
館
（
今
福

町
）
▽
堀
川
観
音
（
堀
川
青
年
会
）

（
宇
久
町
平
）
▽
花
高
一
丁
目
二
組

自
治
会
（
花
高
1
丁
目
）
▽
稗
田
満

一
（
山
祇
町
）
▽
西
部
環
境
調
査
互

助
会
一
同
（
三
川
内
新
町
）
▽
食
酒

空
間
な
ご
み
（
権
常
寺
1
丁
目
）
▽

㈲
エ
ス
ケ
イ
・
ア
イ
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
山
祇
町
）
▽
佐
世
保
市
運

動
普
及
推
進
協
議
会
▽
サ
セ
ボ
シ

ナ
カ
ハ
ラ
チ
ヨ
ウ
チ
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▽
オ
オ
ス

ミ
サ
キ
エ
▽
旧
江
迎
町
消
防
団
第

二
分
団
O
B
会
▽
山
本
勇
（
小
佐
々

町
黒
石
）
▽
ミ
ヤ
ケ
ハ
レ
コ
▽
黒
岩

住
宅
8
3
棟
（
吉
井
町
立
石
）
▽
黒

岩
住
宅
8
5
棟
1
4
班
（
吉
井
町
立

石
）
▽
新
替
町
内
会
（
新
替
町
）
▽

横
手
町
内
会
（
心
野
町
）
▽
せ
せ
ら

ぎ
会
（
吉
井
町
前
岳
）
▽
イ
ナ
ガ
キ

シ
ユ
ク
コ
▽
中
嶋
健
蔵
▽
三
川
内

地
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町
内
会
連
合
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会
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会
（
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場
町
）
▽
樋
口
区
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見
町
（
吉
井
町

立
石
）
▽
㈲
西
風
会
（
吉
井
町
直

谷
）
▽
マ
ツ
ム
ラ
コ
ウ
ギ
ヨ
ウ
マ
ツ

ム
▽
川
中
忠
彦
（
桑
木
場
町
）
▽
吉

福
町
内
会
（
吉
福
町
）
▽
三
川
内
中

学
校
生
徒
会
（
新
行
江
町
）
▽
ユ
）

オ
オ
ム
ラ
セ
イ
サ
ク
シ
ヨ
▽
㈲
白

岩
建
設
（
吉
岡
町
）
▽
村
上
省
二
▽

竹
下
米
夫
（
花
高
1
丁
目
）
▽
ヤ
ナ

ギ
タ
ト
シ
ミ
▽
ス
エ
ナ
ガ
ヒ
サ
ユ

キ
▽
山
口
美
智
子
（
鹿
町
町
土
肥
ノ

浦
）
▽
愛
好
会
卓
球
ク
ラ
ブ
▽
イ
マ

ガ
ワ
ハ
ヤ
ト
・
メ
グ
ミ
▽
山
口
善

彦
・
ツ
ネ
子
（
日
宇
町
）
▽
松
尾
芳

子
（
白
仁
田
町
）
▽
イ
ノ
ウ
エ
ジ
ユ

ン
▽
ツ
ザ
キ
ト
シ
カ
ズ
▽
平
原
地

区
（
鹿
町
町
長
串
）
▽
松
田
次
男

（
鹿
町
町
下
歌
ヶ
浦
）
▽
松
田
憲
一

（
東
京
都
）
▽
曽
辺
ヶ
崎
地
区
（
鹿

町
町
下
歌
ヶ
浦
）
▽
㈱
フ
ル
サ
ポ
ー

ト
（
勝
海
町
）
▽
牧
の
地
町
婦
人
会

一
同
（
牧
の
地
町
）
▽
永
田
武
男

（
下
本
山
町
）
▽
岡
村
康
之
（
有
福

町
）
▽
岩
下
地
区
婦
人
部
（
江
上

町
）
▽
廣
瀬
幹
雄
（
折
橋
町
）
▽
ヤ

マ
シ
タ
シ
ゲ
ミ
ツ
▽
㈲
セ
ル
フ
サ

ポ
ー
ト
（
野
中
町
）
▽
永
石
恭
二

（
白
岳
町
）
▽
L
i
f
e
w
i
n
d

o
w
は
べ
（
皆
瀬
町
）
▽
上
本
山
町

一
組
（
上
本
山
町
）
▽
菰
田
町
内
会

（
菰
田
町
）
▽
世
知
原
地
区
宮
日
余

興
実
行
委
員
会
（
世
知
原
町
栗
迎
）

▽
サ
セ
ボ
キ
ユ
ウ
ド
ウ
レ
ン
メ
イ

▽
下
楠
木
町
内
会
（
楠
木
町
）
▽
吉

岡
町
第
3
町
内
会
（
吉
岡
町
）
▽
南

鹿
町
地
区
（
鹿
町
町
鹿
町
）
▽
㈱
山

縣
グ
ル
ー
プ
（
下
京
町
）
▽
白
木
町

自
治
会
（
白
木
町
）
▽
ム
ラ
カ
ミ
ス

ズ
コ
▽
藤
原
町
三
組
公
民
館
（
藤
原

町
）
▽
佐
世
保
市
一
般
廃
棄
物
処
理

業
協
同
組
合
（
天
神
町
）
▽
春
日
町

一
組
老
人
ク
ラ
ブ
六
葉
会
（
春
日

町
）
▽
田
代
町
町
内
会
（
田
代
町
）

▽
泉
福
寺
三
組
公
民
館
（
瀬
戸
越
2

丁
目
）
▽
さ
せ
ぼ
バ
ス
㈱
社
員
一
同

（
矢
峰
町
）
▽
シ
マ
オ
ア
ツ
コ
▽
マ

サ
ツ
グ
ユ
ウ
イ
チ
▽
コ
ー
ル
マ
ン
・

優
希
子
（
小
佐
々
町
田
原
）
▽
山
下

昇
良
（
小
佐
々
町
田
原
）
▽
ヨ
シ
イ

チ
ヨ
ウ
ヨ
シ
モ
ト
カ
ザ
ミ
▽
シ
ヨ

ウ
ジ
ヒ
ロ
ノ
リ
▽
貴
島
マ
サ
（
須
田

尾
町
）
▽
永
松
マ
サ
子
（
宇
久
町

平
）
▽
㈲
城
戸
管
工
設
備
（
宇
久
町

飯
良
）
▽
ほ
の
ぼ
の
の
家
（
横
尾

町
）
▽
西
地
区
公
民
館
絵
手
紙
サ
ロ

ン
一
同
（
金
比
良
町
）
▽
下
金
比
良

町
公
民
館
（
金
比
良
町
）
▽
田
舎
の

よ
り
道
（
竹
の
子
グ
ル
ー
プ
）（
奥

山
町
）
▽
畠
中
茂
雄
（
宇
久
町
平
）

▽
㈲
ほ
の
ぼ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
横

尾
町
）
▽
吉
元
区
（
吉
井
町
吉
元
）

▽
西
今
福
公
民
館
（
今
福
町
）
▽
米

田
玉
貴
（
今
福
町
）
▽
福
田
町
1
組

公
民
館
（
福
田
町
）
▽
ハ
マ
タ
ケ
チ

エ
コ
▽
サ
セ
ボ
キ
カ
イ
キ
ン
ゾ
ク

コ
ウ
▽
Y
O
K
O
I
S
H
I
K
I

M
A
N
N
C
L
A
I
R
（
湊
町
）

▽
㈱
ア
グ
リ
福
祉
社
（
田
原
町
）
▽

マ
エ
ダ
リ
ヨ
ウ
ヘ
イ
▽
タ
ケ
ダ
カ

ズ
ヤ
▽
マ
ツ
ナ
ガ
シ
ン
ヤ
▽
マ
ツ

ム
ラ
キ
ミ
ヒ
ロ
▽
ク
ボ
カ
ツ
ト
▽

峰
坂
町
公
民
館
（
峰
坂
町
）
▽
蛭
川

誠
嗣
（
山
祇
町
）
▽
平
野
▽
佐
世
保

市
駐
車
指
導
員
協
議
会
（
祇
園
町
）

▽
笹
木
照
夫
（
日
宇
町
）
▽
平
野
俊

幸
（
大
塔
町
）
▽
小
島
町
内
会
（
下

船
越
町
）
▽
佐
世
保
民
主
商
工
会

（
万
津
町
）
▽
稲
荷
町
五
組
公
民
館

（
稲
荷
町
）
▽
東
浜
町
1
組
自
治
会

（
東
浜
町
）
▽
木
風
二
組
公
民
館

（
木
風
町
）
▽
ア
ン
カ
ー
ク
ラ
ブ

（
谷
郷
町
）
▽
シ
ン
ジ
ヨ
ウ
ミ
エ
コ

▽
マ
ワ
タ
リ
ヨ
ウ
コ
▽
北
川
末
松

（
泉
町
）
▽
小
森
政
敏
（
木
風
町
）

▽
㈲
和
光
宝
石
（
高
天
町
）
▽
井
上

勝
明
（
大
黒
町
）
▽
鶴
敬
子
（
瀬
戸

越
4
丁
目
）
▽
ミ
ヤ
タ
ユ
ウ
コ
▽
こ

と
ひ
ら
互
助
会
（
御
船
町
）
▽
マ
ツ

オ
タ
カ
コ
▽
み
ど
り
互
助
会
（
中
通

町
）
▽
清
水
小
学
校
区
連
合
町
内
会

（
保
立
町
）
▽
勝
富
町
自
治
会
（
勝

富
町
）
▽
石
岳
町
内
会
（
船
越
町
）

▽
佐
世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー
㈱
及
び

関
連
会
社
有
志
一
同
（
干
尽
町
）
▽

大
内
正
（
小
佐
々
町
臼
ノ
浦
）
▽
出

口
秀
昭
（
相
浦
町
）
▽
石
原
眞
（
新

田
町
）
▽
フ
ア
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
ト

▽
美
咲
が
丘
老
人
ク
ラ
ブ
二
水
会

（
大
潟
町
）
▽
福
田
町
二
組
公
民
館

（
福
田
町
）
▽
ジ
ェ
ニ
ュ
イ
ン
（
名

東
日
本
大
震
災
の
「
義
援
金
」「
支
援
物
資
」
募
集
に
大
変
多

く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
込
め
、
お
名
前
が
分

か
る
場
合
の
み
、
以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
は
4
月

日
ま
で
の
総
額
が
9
7
8
3
万
4
0
5
3

30

円
と
な
り
、
4
月
5
日
に
5
1
0
0
万
円
を
、
5
月

日
に
4

11

6
0
0
万
円
を
全
国
市
長
会
へ
送
金
し
ま
し
た
。

な
お
支
援
物
資
の
受
け
付
け
は
4
月

日
に
停
止
し
ま
し
た
。

10

今
後
の
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

18

「
義
援
金
」「
支
援
物
資
」に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援

切
町
）
▽
山
手
浦
老
人
会
昴
（
鹿
町

町
土
肥
ノ
浦
）
▽
天
理
教
旦
平
分
教

会
（
宇
久
町
平
）
▽
早
岐
料
飲
業
組

合
▽
㈲
セ
ル
フ
サ
ポ
ー
ト
職
員
互

助
会
（
光
町
）
▽
金
明
堂
日
野
店

（
日
野
町
）
▽
船
ノ
村
地
区
（
鹿
町

町
船
ノ
村
）
▽
小
佐
々
町
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
（
小
佐
々
町
矢
岳
）
▽

寺
島
区
（
宇
久
町
寺
島
）
▽
花
高
二

丁
目
松
寿
会
（
花
高
2
丁
目
）
▽
浦

川
内
町
女
性
部
（
浦
川
内
町
）
▽
峰

の
前
自
治
会
（
権
常
寺
町
）
▽
渋
谷

裕
男
（
相
浦
町
）
▽
㈲
中
里
造
船
所

（
相
浦
町
）
▽
褥
崎
地
区
（
鹿
町
町

長
串
）
▽
東
大
久
保
町
三
の
組
町
内

会
（
東
大
久
保
町
）
▽
長
串
地
区

（
鹿
町
町
長
串
）
▽
樋
口
元
町
班

（
吉
井
町
立
石
）
▽
東
立
石
町
内
会

（
吉
井
町
大
渡
）
▽
五
蔵
太
鼓
社
中

（
吉
井
町
吉
元
）
▽
皆
瀬
一
組
町
内

会
（
皆
瀬
町
）
▽
奥
山
町
内
会
（
奥

山
町
）
▽
中
山
正
則
（
早
苗
町
）
▽

松
永
製
菓
店
（
世
知
原
町
栗
迎
）
▽

赤
木
場
集
落
（
世
知
原
町
北
川
内
）

▽
世
知
原
耕
一
郎
（
世
知
原
町
栗

迎
）
▽
福
石
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
▽
山
桜
ま
つ
り
義
援
金
（
世
知

原
町
北
川
内
）
▽
さ
つ
き
会
（
上
本

山
町
）
▽
高
畑
自
動
車
（
世
知
原
町

太
田
）
▽
古
賀
製
本
紙
工
従
業
員
一

同
（
城
山
町
）
▽
神
島
町
一
組
公
民

館
（
神
島
町
）
▽
皆
瀬
一
組
町
内
会

（
皆
瀬
町
）
▽
皆
瀬
商
店
会
（
皆
瀬

町
）
▽
牧
の
地
町
内
会
（
牧
の
地

町
）
▽
吉
居
さ
ち
子
（
世
知
原
町
上

野
原
）
▽
東
大
久
保
2
組
町
内
会

（
東
大
久
保
町
）
▽
十
文
野
町
内
会

（
十
文
野
町
）
▽
柿
の
浦
公
民
館

（
針
尾
北
町
）
▽
早
岐
中
学
校
第
1

7
回
卒
同
期
会
（
権
常
寺
町
）
▽
古

賀
製
本
紙
工
（
城
山
町
）
▽
マ
ツ
オ

タ
カ
コ
▽
レ
ス
ト
ラ
ン
ド
ム
ニ
セ

イ
（
皆
瀬
町
）
▽
東
大
久
保
町
一
の

組
自
治
会
（
東
大
久
保
町
）
▽
馬
責

町
内
会
（
桑
木
場
町
）
▽
心
野
町
内

会
（
心
野
町
）
▽
塩
浸
町
内
会
（
塩

浸
町
）
▽
三
川
内
本
町
南
町
内
会

（
三
川
内
本
町
）
▽
新
行
江
町
内
会

（
新
行
江
町
）
▽
御
船
町
二
組
公
民

館
（
御
船
町
）
▽
下
の
原
町
内
会

（
下
の
原
町
）
▽
江
永
町
内
会
（
江

永
町
）
▽
三
川
内
町
内
会
（
三
川
内

町
）
▽
桑
木
場
東
町
内
会
（
桑
木
場

町
）
▽
き
っ
ち
ん
こ
こ
ろ
（
京
坪

町
）
▽
中
央
整
体
療
術
院
（
藤
原

町
）
▽
新
日
本
食
材
㈱
牡
丹
園
（
比

良
町
）
▽
M
Y
☆
H
I
M
E
（
マ
イ

ヒ
メ
）（
上
京
町
）
▽
モ
ト
・
ド
ッ

ク
キ
ム
ラ
（
早
岐
1
丁
目
）
▽
く
い

も
ん
や
花
鳥
風
月
（
高
天
町
）
▽
北

前
そ
ば
高
田
屋
（
三
浦
町
）
▽
粋
彩

旬
く
う
て
ん
や
（
下
京
町
）
▽
居
酒

屋
パ
ン
プ
キ
ン
（
島
地
町
）
▽
居
酒

屋
＆
焼
肉
お
ら
が
村
（
塩
浜
町
）
▽

レ
ス
ト
ラ
ン
皿
田
（
下
京
町
）
▽
A

s
i
a
n
H
e
r
b
a
l
S
p
a

B
A
L
I
H
A
T
I
（
島
瀬
町
）
▽

ス
ー
パ
ー
回
転
寿
司
ミ
ラ
ク
ル
あ

お
ば
（
北
松
浦
郡
佐
々
町
）
▽
ホ
テ

ル
ロ
ー
タ
ス
ハ
ウ
ス
（
光
月
町
）
▽

ラ
イ
ト
技
研
㈲
佐
世
保
事
業
所
従

業
員
一
同
▽
フ
ク
ダ
チ
カ
オ
▽
さ

せ
ぼ
ス
イ
ー
ツ
い
く
た
（
福
石
町
）

▽
オ
オ
シ
マ
ア
キ
ヒ
ロ
▽
和
み
屋

将
希
（
塩
浜
町
）
▽
サ
イ
ツ
ヒ
ロ
ミ

▽
江
頭
武
男
（
吉
井
町
直
谷
）
▽
F

L
E
E
T
A
K
A
S
A
K
I
▽
名

切
町
内
会
（
下
船
越
町
）
▽
万
津
町

自
治
会
（
万
津
町
）
▽
俵
ヶ
浦
半
島

開
発
協
議
会
（
下
船
越
町
）
▽
海
自

佐
世
保
O
B
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
シ
ー

フ
レ
ン
ズ
▽
ハ
ナ
タ
カ
サ
ン
チ
ヨ

ウ
メ
ケ
ン
ニ
シ
▽
比
良
町
二
組
町

内
会
（
比
良
町
）
▽
佐
世
保
市
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
▽
木
場
田
町

町
内
会
（
木
場
田
町
）
▽
朝
長
紀
一

（
江
上
町
）
▽
津
村
恵
子
（
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
町
）
▽
宮
川
忠
（
江
上

町
）
▽
野
村
昭
則
（
江
上
町
）
▽
ハ

ギ
ワ
ラ
セ
イ
ジ
▽
ヤ
マ
ダ
ノ
ブ
コ

▽
鯛
の
浦
子
ど
も
会
▽
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
み
は
ら
し
▽
早
岐
地
区
交
通

指
導
員
会
（
勝
海
町
）
▽
相
浦
地
区

交
通
指
導
員
会
（
吉
岡
町
）
▽
原
美

津
子
（
も
み
じ
が
丘
町
）
▽
ナ
カ
オ

ミ
キ
▽
ナ
カ
オ
ユ
ウ
キ
▽
ユ
）
オ
オ

ス
ミ
コ
ウ
ギ
ヨ
ウ
▽
佐
世
保
地
区

交
通
指
導
員
会
（
下
船
越
町
）
▽
口

の
尾
町
内
会
（
口
の
尾
町
）
▽
西
区

町
内
会
（
三
川
内
本
町
）
▽
烏
帽
子

町
町
内
会
（
烏
帽
子
町
）
▽
古
川
ピ

ア
ノ
教
室
▽
牛
石
町
内
会
（
新
行
江

町
）
▽
青
蓮
寺
（
白
岳
町
）
▽
四
季

彩
館
（
三
川
内
本
町
）
▽
黒
髪
5
組

自
治
会
（
黒
髪
町
）
▽
南
風
崎
一
区

（
清
水
住
宅
）（
南
風
崎
町
）
▽
宮

地
区
体
育
協
会
（
瀬
道
町
）
▽
矢
岳

町
公
民
館
（
矢
岳
町
）
▽
植
木
サ
ヨ

子
（
白
木
町
）
▽
古
川
武
俊
（
花
高

2
丁
目
）
▽
r
i
r
u
（
リ
ー
ル
）

（
浜
田
町
）
▽
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ

（
東
山
町
三
組
デ
イ
ク
ラ
ブ
）（
東

山
町
）
▽
純
手
打
ち
う
ど
ん
池
田
屋

（
福
石
町
）
▽
医
療
法
人
社
団
真
友

会
藤
井
医
院
（
金
比
良
町
）
▽
大
黒

団
地
自
治
会
（
大
黒
町
）
▽
俵
町
公

民
館
（
俵
町
）
▽
弓
有
公
民
館
（
小

野
町
）

冗
市
民
協
働
推
進
室
緯

・
1
1
1
1

24

支
援
物
資

（
4
月
受
け
付
け
分
、
敬
称
略
、
50

音
順
を
基
本
）

▽
荒
木
邦
門
▽
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
由

加
▽
池
田
捷
子
▽
池
田
浩
▽
石
田

学
▽
石
野
健
一
▽
磯
本
一
代
▽
一

番
ヶ
瀬
瞭
子
▽
出
田
郁
美
▽
井
上

恵
美
子
▽
井
上
ミ
ユ
キ
▽
井
村
増

夫
▽
岩
下
秀
樹
▽
岩
田
明
子
▽
岩

永
真
美
▽
牛
嶋
敏
枝
▽
江
口
敏
彦

▽
大
坪
亨
▽
岡
淳
子
▽
岡
義
美
▽

尾
﨑
直
美
▽
小
田
原
志
朗
▽
金
子

泰
雄
▽
金
崎
隆
▽
加
茂
晶
子
▽
川

上
登
・
友
美
▽
川
嶋
小
百
合
▽
川
尻

利
文
▽
川
浪
▽
川
俣
久
子
▽
木
村

文
香
▽
桐
野
尚
枝
▽
草
場
昌
子
▽

黒
髪
2
の
2
自
治
会
▽
楠
本
那
智

子
▽
倉
地
由
起
▽
糀
志
津
▽
国
際

佛
光
会
福
岡
協
会
▽
小
林
浩
二
▽

小
宮
千
秋
▽
小
村
政
雄
▽
近
藤
眸

▽
坂
井
幸
子
▽
櫻
木
博
美
▽
佐
々

木
清
子
▽
佐
世
保
市
医
師
会
看
護

専
門
学
校（
看
護
科
）菊
本
康
子
・
木

下
智
貴
▽
澤
津
橋
▽
鹿
町
小
学
校

P
T
A
▽
七
条
多
恵
▽
島
内
靖
彦

▽
嶋
田
多
津
子
▽
清
水
広
子
▽
清

水
中
学
校
▽
白
石
順
子
▽
白
岩
和

子
▽
城
谷
節
子
▽
城
山
英
信
▽
真

如
詠
子
▽
真
藤
楓
▽
末
永
久
美
子

▽
砂
田
安
信
▽
瀬
原
麻
美
▽
大
塔

小
学
校
児
童
・
保
護
者
有
志
▽
大
塔

小
学
校
児
童
保
護
者
有
志
太
田
栄

子
▽
高
嶋
徹
弥
▽
武
辺
孝
寛
▽
田

代
小
夜
子
▽
田
中
洋
子
▽
田
原
悦

美
▽
田
淵
純
子
▽
辻
邦
宏
▽
筒
井

妙
子
・
優
美
▽
筒
井
ヤ
ス
子
▽
津
留

崎
則
子
▽
出
本
真
理
▽
寺
岡
昭
浩

▽
徳
永
博
子
▽
富
永
謙
二
▽
富
永

強
一
▽
友
廣
亮
一
▽
豊
村
淑
子
▽

中
尾
富
士
子（
セ
イ
ン
ツ
J
r.
）▽

中
川
達
也
▽
永
田
裕
子
▽
中
野
尚

子
▽
永
松
裕
子
▽
中
村
実
男
▽
中

村
春
夫
▽
中
村
礼
子
▽
永
里
春
美

▽
西
川
絹
枝
▽
西
村
彰
洋
▽
納
身

栄
子
▽
野
坂
通
子
▽
野
田
千
佳
子

▽
橋
口
尊
子
▽
八
反
田
ト
モ
子
▽

羽
根
正
文
▽
羽
田
信
子
▽
馬
場
崎

武
子
▽
浜
田
由
美
子
▽
原
フ
サ
エ

▽
原
陽
子
▽
ビ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
▽
（
株
）
ビ
ッ
グ
マ
ン
▽
百

垣
幸
子
▽
平
井
徳
▽
平
田
弘
子
▽

平
野
俊
幸
▽
福
島
雅
子
▽
福
永
け

さ
よ
▽
藤
田
百
子
▽
渕
上
紀
久
▽

船
場
え
い
子
▽
ベ
ナ
ヴ
ェ
ン
テ
ィ

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
香
織
▽
本
多
弘
美
▽

前
田
幸
子
▽
正
木
ゆ
り
か
▽
益
田

大
志
▽
増
田
智
幸
▽
松
井
定
利
▽

松
尾
キ
ヨ
子
▽
松
川
和
江
▽
松
永

勝
敏
▽
松
林
浩
子
▽
益
山
佳
久
▽

三
角
義
輝
▽
湊
征
学
▽
三
根
絹
子

▽
三
根
開
登
▽
三
根
良
子
▽
宮
﨑

明
日
香
▽
宮
田
実
▽
森
知
子
▽
森

直
美
▽
山
口
慶
子
▽
山
口
秩
代
▽

山
口
里
香
▽
山
中
重
利
▽
山
村
美

南
子
▽
吉
田
優
子
▽
吉
野
澄
恵
▽

吉
村
栄
子
▽
米
田
玉
貴
▽
力
武
▽

渡
辺
希
望
▽
渡
部
芳
範
▽
B
e
l

i
n
d
n
D
i
z
o
n
▽
E
r
i

n
C
l
a
u
s
e
▽
J
o
y
c
e

H
e
r
r
o
d

冗
市
民
生
活
課
緯

・
1
1
1
1
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PU
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RELATIO
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2011_6

※本紙5月号の支援物資名簿の中で、久保川留美子、自由同和会長崎県支部、伊達吾朗、詩ヶ江俊男とあったのは、久保川瑠美子、自
由同和会長崎県本部、伊達五朗、新ヶ江俊晃の誤りでした。市民生活課からおわびして訂正します。

佐世保市へ避難された
被災者の方へ

東日本大震災で被災し本市に
避難している人で、1カ月以上
滞在予定の人を対象に見舞金
などを給付します。6月30日

（木）までに市民生活課へお申
し出ください。
虚見舞金

1世帯あたり5万円＋世帯人
数×1万円（単身世帯は5万円、
1世帯最大10万円まで）

許長崎スマートカード

1人当たり5千円分相当
冗市民生活課 緯24-1111



生活環境の中にある放射線量の監視・測定は、
本県の場合、長崎県が実施しています。五島、
対馬、大村市、松浦市鷹島の4カ所で測定されて
おり、調査結果は①環境放射線等モニタリング
データ公開システム（五島・対馬）②長崎県環
境保健研究センター（大村市）③環境防災N
ネット（松浦市鷹島）の各ホームページで見る
ことができます。
佐世保市は米国原子力艦の寄港地となってお

り、市民の安全確保を図るため、放射線を監視・
測定するモニタリングポスト（測定局）が、国

（文部科学省）により佐世保港周辺に6局設置さ
れています。本市ではこれによって年間を通し
て放射線量が測定されています。本市での測定

情報は、文部科学省のホームページ「日本の環
境放射能と放射線」で見ることができます。

佐世保市の放射線量は平常の値と同様の数値
で推移しており、皆さんの生活への影響はあり
ません（5月10日現在）。
文部科学省「日本の環境放射能と放射線」
http://www.kankyo-hoshano.go.jp

冗環境保全課 緯26-1787

˟�5���5�5（ॅ所ෆཁ）
佐世保市໾所ൿॻ՝޿報܎
Eメーϧ IJTIPL!DJUZ�TBTFCP�MH�KQ

福島第一原子力発電所の事故を受けて、佐世保市では放射線の測定を行っているのでしょうか。

このページでは、市民の皆さんからの「お便り」「思い出の
1枚」などを紹介します。本紙への感想、佐世保市への思
いなど、たくさんの声をお寄せください。「思い出の1枚」
は、写真にまつわるお話と住所、氏名、電話番号を書いて
お送りください。「広報クイズ」も右記あてにどうぞ。

あて先
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ご質問

回答

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

※応募は1人1通。全問正解者の中から抽選します。紙面の都合上、
発表は発送をもって代えさせていただきます。

地域別○○○○○構想とは、「身近な地域コミュ
ニティーを単位とした各地域のまちづくり」の構
想です。

市立総合病院では、患者や地域住民の皆さんが自
分の病状等に合った適切な診療科を選択できるよ
う、次のとおり、診療科目を21科から○○科に変
更します。

「させぼ○○○」とは、市の公共施設や医療機関、
災害時の避難所などの位置情報を電子地図で案内
する市のサービスです。

5月号の答え
①九十九島 ②2 ③ありません

4月号の応募状況
182通（正解173通・不正解9通・無効0通）
はがき137通・Eメール45通

応募方法

はがきまたはEメールに、①答え②住所③氏名④年齢⑤電話
番号⑥広報紙へのご意見を書いて、6月23日（木）までに（消
印有効）、広報係（あて先は上部）へお送りください。

問題3

問題2

問題1

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
一
つ

6月号のプレゼント

世知原茶の新茶1袋を5名様に！

提供：ながさき西海農協世知原製茶工場 緯76-2064

パソコンや携帯電話で佐世保の街を案内

「させぼ街ナビ」とは、市の公共施設や医療機関、災害
時の避難所などの位置情報を電子地図で案内する市
のサービスです。無料（通信費は自己負担）で利用で
き、インターネットにつながるパソコンや携帯電話
があれば、いつでも利用できます。生活に役立つさ
まざまな情報を目的ごとに閲覧できますので、ぜひ一
度ご利用ください。

街ナビに新メニューが加わりました

今回、街ナビの新たなメニューとして「佐世保市都市
計画情報マップ」と「市営バスの停留所マップの時刻
表の表示機能」が加わりました。 ※パソコン版での
提供となります。

①佐世保市都市計画情報マップ

住宅地や商業地、工業地など地域ごとの土地利用の
規制状況を示す地図情報です。

②市営バスの停留所マップの時刻表の表示機能

各バス停の位置と時刻表を確認できます。
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シリーズ佐世保の食③

「伊佐木（いっさき）」

初夏の魚と言えば「伊佐木」。その伊佐木の中でも、
宇久・小値賀海域で捕れる400守以上のものは「値賀
咲（ちがさき）」というブランド名で、関東・関西など
各方面に出荷されています。遠浅で、潮が速い環境
で育った値賀咲の身はしっかりと締まり、生臭みが
少なく、品質・味ともに高い評価を受けています。
梅雨時は漁獲量が最も期待できる時季で、産卵期に
当たるため、1年の中でも最もおいしいとされていま
す。佐世保近海で水揚げされた旬の伊佐木を、刺し
身や塩焼き、煮付けなどお好みの料理で、ぜひご賞
味ください。
冗企業立地・観光物産振興局 緯24-1111

大切なことを次の世代へ伝えるために

6月29日は佐世保空襲の日

佐世保空襲を語り継ぐ市民の集い

時̝ 6月18日賞13時～16時
場̝ 旧戸尾小学校体育館
内̝ ビデオ上映、佐世保空襲や戦争体験を通じて平和を
考える－など（入場無料）

問̝ 佐世保空襲を語り継ぐ会事務局（山口さん）
緯28-3389

佐世保空襲写真展

時̝ 6月13日訟～29日詔

※土、日曜を除く。
場̝ 市役所1階
問̝ 市民生活課 緯24-1111

佐世保空襲死没者追悼式

時̝ 6月29日詔10時開式
場̝ 市民会館・集会室A
※10時に市内全域でサイレン
を鳴らしますので、黙とう
をお願いします。

問̝ 市民生活課 緯24-1111

冗情報政策課 緯24-1111

佐世保空襲犠牲者慰霊塔
（中央公園内）

させぼ街ナビ
http://www.city.sasebo.nagasaki.jp/map/

させぼ街ナビの主なメニュー

市の公共施設マップ࢑ イベント情報マップ࢑

医療機関マップ࢑ 災害時の避難所マップ࢑

バリアフリーマップ࢑ 子育て支援マップ࢑

AED（自動体外式除細動器）設置マップ࢑ など

地図情報検索サービス「させぼ街ナビ」

新しいメニューが加わりました!

▼

携帯電話版
させぼ街ナビ

※携帯電話版では一部提供していないメニューがあります。
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案
内
表
示
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
の
改
善
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

時̝

6
月
上
旬（
予
定
）̝
内

エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
階
数
表
示
を
東
E
・
西
W
か
ら

1
～
9
階
へ
変
更

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

内
の
音
声
案
内
は
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
部
品
が
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
納

品
ま
で
の
数
カ
月
間
は
消
音
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問̝

財
産
管
理
課

ຽ
ؒ
ݐ
ங
෺
଱
਒
Խ
ਪ
ਐ
ࣄ
ۀ

地
震
に
よ
る
建
築
物
倒
壊
の
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
民
間
の
特
定
建
築
物

の
耐
震
診
断
費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

内̝

耐
震
診
断
費
の
3
分
の
2（
上
限
百

六
十
万
円
）̝
対

昭
和

年
以
前
に
市
内

56

に
建
築
さ
れ
た
民
間
の
特
定
建
築
物
で
、

市
税
の
滞
納
が
な
い
所
有
者
な
ど（
特

定
建
築
物
＝
病
院
、
事
務
所
、
店
舗
、

共
同
住
宅
な
ど
で
、
3
階
建
て
以
上
で

延
床
面
積
が
千
釈
以
上
の
建
物
）̝
申

6

月
1
日
～
8
月

日
に
建
築
指
導
課
へ

31

※
定
数
に
達
し
次
第
終
了
。
詳
し
く
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

建
築
指
導
課

ࢢ
ݝ
ຽ
੫
ỏ
ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
੫
͸
ೲ

ظ
಺
ʹ
ೲ
Ί
·
͠
Ỷ
͏

6
月
は
市
県
民
税
第
1
期
分
、
国
民

健
康
保
険
税
第
1
期
分
の
納
付
月
で
す
。

納
付
に
は
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
な

口
座
振
替
や
納
税
組
合
の
ご
利
用
を
。

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
納
税
課
、

保
険
料
課
、
各
金
融
機
関
、
各
支
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

問̝

納
税
課（
市
県
民
税
）

問̝

保
険
料
課（
国
民
健
康
保
険
税
）

ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
ͷ
໷
ؒ
ɾ
日
༵
૬
ஊ

時̝

夜
間
相
談
師
6
月

、
日

時
ま

23

28

20

で
▽
日
曜
相
談
師
6
月

日
9
～

時

26

16

場̝

保
険
料
課
内̝

保
険
税
の
納
付
に
関

す
る
相
談
な
ど

問̝

保
険
料
課

ࠃ
อ
ͷ
ม
ߋ
ಧ
͸

日
Ҏ
಺
ʹ

国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
も
、
国
保
を
や
め
る
手

続
き
を
し
な
い
と
、
国
保
税
が
引
き
続

き
請
求
さ
れ
ま
す
。
世
帯
主
が
医
療
保

険
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
。
国
保
を
や
め
る
と
き
は
必
ず

保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

問̝

医
療
保
険
課

ֶ
ੜ
ೲ
෇
ಛ
ྫ
ͷ
ਃ
੥
Λ

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
学
生
が
、
将
来
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
納
付

を
猶
予
で
き
る
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い

場̝

医
療
保
険
課
、
各
支
所
・
行
政

セ
ン
タ
ー
、
佐
世
保
年
金
事
務
所

※
在
学
期
間
中
は
、
毎
年
度
更
新
は
が

き
を
返
信
す
る
か
、
窓
口
で
の
申
請
が

必
要
。

問̝

医
療
保
険
課

問̝

佐
世
保
年
金
事
務
所
緯

・
1
1
4
8

34

ࢢ
੫
ͷ
ূ
໌
ͱ
Ӿ
ཡ
౳
੥
ٻ

市
税
の
証
明
、
閲
覧
等
請
求
時
に
は

次
の
も
の
が
必
要
で
す
▽
本
人
確
認
が

で
き
る
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）▽
委
任
状（
本
人
以

外
が
申
請
す
る
と
き
）▽
請
求
権
を
証

明
で
き
る
も
の（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

市
民
税
課

ߴ
ଔ
ٻ
ਓ
ͷ
ૣ
ظ
ఏ
ग़
ʹ
͝
ڠ
ྗ
Λ

6
月

日
か
ら
、
来
春
卒
業
予
定
者

20

を
対
象
と
す
る
求
人
の
申
し
込
み
が
始

ま
り
ま
す
。
地
元
企
業
に
優
秀
な
人
材

22

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ

ࢢ
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෱
ࢱ
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୅
ද
൪
߸
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ɾ
�
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�
͔
Β
͓
ͭ
ͳ
͗
͠
·
͢

��

時

これまでに合併した地域の活力創出、自立化、
旧市内との一体化などを図るため、平成20年度
から「合併地域まちづくり特別事業」を始め、市
民の皆さんの自主的で積極的な取り組みを支援
しています。
対̝吉井、世知原、宇久、小佐々、江迎、鹿町地域
内̝地域間交流事業、既存イベント・地域文化の
継承事業、地域活性化イベント支援事業、人
材育成支援事業、地域景観美化事業、地域活
力創出支援事業

※地域間交流事業だけ旧市内も対象です。詳し
くはお尋ねください。

問̝地域政策課
吉井行政センター緯64-3111
世知原行政センター緯76-2211
宇久行政センター緯0959-57-3111
小佐々行政センター緯41-3111
江迎行政センター緯66-2111
鹿町行政センター緯77-5111

佐世保市合併地域まちづくり特別事業

を
確
保
す
る
た
め
、
求
人
票
の
早
期
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

問̝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
世
保

緯

・
2
0
0
8

88
�
日
ܦ
Ӧ
υ
ỽ
Ϋớ
ཁ
༧
໿
Ờ

時̝

平
日
場̝

佐
世
保
商
工
会
議
所
内̝

中

小
企
業
者
か
ら
の
経
営
や
開
業
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
、
中
小
企
業
診
断
士
、

司
法
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
等
が
ア

ド
バ
イ
ス
申̝

電
話
で
佐
世
保
商
工
会

議
所
・
佐
世
保
市
北
部
商
工
会
・
宇
久

町
商
工
会
へ
料̝

無
料

※
会
員
以
外

の
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

問̝

佐
世
保
商
工
会
議
所
緯

・
6
1
2
1
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問̝

佐
世
保
市
北
部
商
工
会

緯

・
2
1
3
9

64
問̝

宇
久
町
商
工
会

緯
0
9
5
9
・

・
2
1
6
3

57

ܟ
࿝
ύ
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ɾ
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ࢱ
ύ
ε
ͷ
ߋ
৽

【
更
新
】誕
生
日
を
迎
え
る
月
に
、
本
人

が
パ
ス
券（
福
祉
パ
ス
は
身
障
・
療

育
・
精
神
手
帳
も
）を
市
営
・
西
肥
バ

ス
の
指
定
窓
口
に
持
参
し
て
手
続
き
を
。

【
新
規
・
紛
失
】本
人
が
印
鑑（
福
祉
パ

ス
は
手
帳
も
）を
持
っ
て
担
当
課
、
各

支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

※
紛
失
は

再
発
行
時
に
手
数
料
が
必
要
。

問̝

健
康
づ
く
り
課（
敬
老
パ
ス
）

問̝

障
が
い
福
祉
課（
福
祉
パ
ス
）

ۀ
຿
Λ
ҕ
ୗớ
ฏ
੒

೥
౓
Ờ

【
小
佐
々
郵
便
局
、
楠
泊
郵
便
局
受
け
付

け
の
戸
籍
諸
証
明
等
手
数
料
・
税
証
明

手
数
料
収
納
業
務
】郵
便
局
叙【
学
校
ナ

イ
タ
ー
施
設
管
理
、
実
費
徴
収
】
除
佐
世

保
市
体
育
協
会【
市
民
会
館
使
用
料
、
実

費
徴
収
金
収
納
業
務
】
叙
グ
リ
ー
ン
ベ

レ
ー【
催
告
納
期
を
過
ぎ
た
水
道
料
金

等
の
収
納
業
務
】九
州
総
合
サ
ー
ビ
ス

叙
長
崎
支
社【
水
道
の
中
止
精
算
時
の

水
道
料
金
等
の
収
納
業
務
】
鋤
佐
世
保

市
水
道
事
業
サ
ー
ビ
ス
協
会【
水
道
料

金
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
業
務
】納
付
書

に
記
載
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

【
佐
世
保
市
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
手

数
料
収
納
業
務
】
鋤
佐
世
保
自
動
車
協

会【
佐
世
保
市
交
通
公
園
ゴ
ー
カ
ー
ト

使
用
料
収
納
業
務
】佐
世
保
市
交
通
安

全
協
会
連
合
会【
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

ズ
佐
世
保
使
用
料
・
実
費
徴
収
業
務
】社

会
福
祉
法
人
む
す
び
会【
営
業
衛
生
手

数
料
】佐
世
保
市
食
品
衛
生
協
会

ฏ
੒

೥
౓
৘
ใ
ެ
開
ỏ
ݸ
ਓ
৘
ใ

อ
ޢ
੍
౓
ͷ
ӡ
༻
ঢ়
گ

情
報
公
開
請
求
1
5
2
4
件（
公
開
1

1
1
6
件
、
部
分
公
開
3
9
7
件
、
不

存
在

件
、
非
公
開
1
件
）▽
不
服
申

10

し
立
て
2
件（
裁
決
1
件
、
決
定
1
件
）

▽
行
政
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
利
用
件
数

1
8
8
1
件
▽
個
人
情
報
の
保
管
等
事

務
1
3
4
0
件
▽
開
示
等
の
請
求
件
数

件（
開
示

件
、
部
分
開
示
2
件
、
そ

58

53

の
他
3
件
）

問̝

総
務
課

ਫ
ಓ
ྉ
ۚ
౳
ͷ
ೲ
෇
બ
୒
੍

4
月
か
ら
従
来
の
2
カ
月
に
1
度
の

納
付
か
ら
毎
月
納
付
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
変
更

希
望
者
は
、
電
話
で
水
道
局
営
業
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問̝

水
道
局
営
業
課
緯

・
1
1
5
1

24

23

શڞࠃ௨人権相談μΠϠϧ

相談者の利便性を図るため、4月18日から法務局
の人権相談の電話番号が全国統一になりました。お
気軽にご相談ください。
時̝平日8時30分～17時15分

ঁੑͷ೰み相談ॴ
時̝6月24日10～16時 場̝ スピカ（アルカスSASEBO2
階）、北地区公民館 内̝家庭内や夫婦間の問題、職場で
の性別による差別やセクシャル・ハラスメント、ド
メスティック・バイオレンス、その他女性の人権に
関する問題
※相談無料、秘密厳守。

人権༴ޢҕ員に͝相談を
人権擁護委員は、4月1日付けで法務大臣から委嘱

され、人権問題の相談や人権啓発活動を行います。
お気軽にご相談ください。
後藤恒

つね

夫（横尾町）、森山
お

禎
さだ

也（保立町）
なり

※敬称略。相談無料、秘密厳守。
問̝長崎地方法務局佐世保支局総務課緯24-4850

保੍ྩ໋ޢ౓
DV（配偶者暴力）防止法には、配偶者の暴力から被
害者を迅速・適切に保護する「保護命令制度」があり
ます。これは、被害者からの申し立てにより、裁判
所がその相手に対して、被害者等に対する接近や電
話、メールを禁止するものなどです。
迅速な対応が期待できること、
命令違反には刑事罰が科され
ることなどが特徴です。
問̝人権男女共同参画課
問̝長崎地方裁判所佐世保支部
緯22-9175

人権について気軽に相談を
次

困
っ
た
ら

ま
ず
、
相
談
を
…



ܭ
ྔ
ث
ఆ
ظ
ݕ
ớࠪ
�
݄
෼
Ờ

時̝

場̝

①

日
、
東
小
佐
世
保
町
公
民

13

館
②

日
、
北
地
区
公
民
館
③

日
、

17

20

西
地
区
公
民
館
④

日
、
折
橋
町
消
防

22

団
詰
所
⑤

日
、
体
育
文
化
館
⑥

日
、

24

27

九
十
九
地
区
公
民
館
⑦

、

、

日
、

15

29

30

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
①
②
③
⑥
13

時

分
～

時

分
、
④
⑤

～

時

30

15

30

10

15

⑦
8
時

分
～

時
。
家
庭
用
計
量
器

30

17

は
無
料
。

問̝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
緯

・
2
5
9
2

22

ߦ
੓
૬
ஊ
ҕ
һ
ʹ
͝
૬
ஊ
Λ

行
政
相
談
委
員
と
は
、
総
務
大
臣
が

委
嘱
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

山
口
宗
光（
世
知
原
町
栗
迎
）▽
諸
藤
隆

む
ね
み
つ

も
ろ
ふ
じ
た
か

次（
鹿
町
町
土
肥
ノ
浦
）▽
岡
村
大
藏

じ

た
い
ぞ
う

（
有
福
町
）▽
阿
野
静
代（
宇
久
町
平
）▽

あ

の

末
永
剛（
江
迎
町
末
橘
）▽
冨
田
俊
彦

つ
よ
し

（
大
和
町
）▽
山
本
由
美
子（
黒
髪
町
）▽

山
本
靜
子（
小
佐
々
町
黒
石
）▽
廣
川
富

し
ず
こ

ひ
ろ
か
わ
と
み

蔵（
上
原
町
）▽
金
崎
カ
ズ
子（
中
里
町
）

ぞ
う▽

長
谷
川
正
夫（
吉
井
町
直
谷
）

た
だ
お

問̝

市
民
相
談
室

൜
ࡑ
ͷ
ͳ
͍
҆
શ
ɾ
҆
৺
·
ͪ
ͮ
͘

Γ
ඪ
ޠ
ೖ
৆
࡞
඼
ܾ
ఆ

【
最
優
秀
賞
】防
犯
の
輪

広
げ
て

住

み
よ
い

ま
ち
づ
く
り（
三
木
健
藏
さ

ん
）【
優
秀
賞
】高
校
・
一
般
の
部
＝
育
て

よ
う

安
心

笑
顔

地
域
の
輪（
中

村
武
司
さ
ん
）▽
中
学
生
の
部
＝
安
全

に

誰
も
が
笑
顔
の

ま
ち
づ
く
り

（
松
本
さ
く
ら
さ
ん
）▽
小
学
生
の
部
＝

こ
ん
に
ち
は
！

元
気
に
声
か
け

ふ

せ
ぐ
犯
ざ
い（
冨
川
佳
恋
さ
ん
）

か
れ
ん

問̝

交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

๷
൜
Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
ஂ
ମ
ొ
࿥
੍
౓

市
内
で
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
登
録
を
行
い
ま
す
。
登
録
団
体

に
は
、
防
犯
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
グ
ッ
ズ
購
入

の
際
、
市
の
補
助
金
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

対̝

市
内
で
3
人

以
上
で
活
動
し
、
月
1
回
以
上
街
頭
で

の
地
域
防
犯
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問̝

交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

ਫ
ಓ
ہ
͔
Β
ͷ
͓
ئ
͍

【
水
道
管
に
破
損
が
あ
っ
た
ら
】メ
ー

タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
道
管
に
破
損

や
水
漏
れ
を
見
つ
け
た
ら
、
水
道
局
の

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
、

修
理
を
。
道
路
な
ど
の
水
漏
れ
は
水
道

局
水
道
事
業
課
、
最
寄
り
の
営
業
所
、

管
理
事
務
所
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
よ
り
安
全
で
お
い
し
い
水
の
た
め
に
】

次
の
場
合
は
念
の
た
め
、
使
い
始
め
の

バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
は
飲
み
水
以
外
に
ご

利
用
く
だ
さ
い（
通
常
の
使
用
状
態
で
は

健
康
上
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
）▽
長
期
間

留
守
に
し
た
後
や
朝
一
番
に
水
を
使
用

す
る
と
き
▽
昭
和

年
3
月
以
前
に
設

53

置
さ
れ
た
給
水
装
置
を
使
用
し
て
い
る

場
合（
一
部
に
鉛
管
が
使
用
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
、
鉛
が
溶
け
出
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
）
※
個
人
所
有
の
鉛

管
は
取
り
替
え
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問̝

水
道
局
水
道
事
業
課
緯

・
1
1
5
1

24

೶
ۀ
ҕ
һ
ձ
ҕ
һ
Ұ
ൠ
બ
ڍ

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
で
き
る

人
は
3
月

日
確
定
の
農
業
委
員
会
委

31

員
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い
る
人
で
す
。

時̝

立
候
補
予
定
者
説
明
会
6
月

日
、

10

告
示
日（
立
候
補
届
け
出
日
）7
月
3
日
、

投
票
日
7
月

日（
宇
久
地
区
は
9
日
）

10

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

೶
ۀ
ऀ
೥
ۚ
ͷ
ݱ
گ
ಧ
ड
͚
෇
͚

時̝

場̝

6
月
1
～

日（
土
・
日
曜
除
く
）

30

8
時

分
～

時

分
、
農
業
委
員
会

30

17

15

事
務
局
、
宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー

※
次
の
日
程
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

①
6
月
7
日
、
吉
井
行
政
セ
ン
タ
ー

②
6
月
8
日
、
世
知
原
行
政
セ
ン
タ
ー

③
6
月
9
日
、
小
佐
々
行
政
セ
ン
タ
ー

④
6
月
9
日
、
鹿
町
行
政
セ
ン
タ
ー

⑤
6
月

日
、
江
迎
行
政
セ
ン
タ
ー

10

⑥
6
月

日
、
J
A
針
尾
支
店

13

⑦
6
月

日
、
J
A
南
部
中
央
支
店

14

⑧
6
月

日
、
J
A
宮
支
店

15

⑨
6
月

日
、
J
A
北
部
中
央
支
店

16

⑩
6
月

日
、
J
A
柚
木
支
店

17

※
①
②
⑤
～
⑩

～

時
③
9
時

分

10

15

30

～

時

分
④

時
～

時

分

11

30

13

15

30

問̝

農
業
委
員
会
事
務
局

Ѫ
؝
໨
త
Ͱ
ࣂ
ཆ
͢
Δ
ϝ
δ
ϩ
ͷ

ั
֫
ڐ
Մ
ɾ
ࣂ
ཆ
ొ
࿥
ਃ
੥

内̝

1
世
帯
当
た
り
1
羽
だ
け
場̝

環
境

保
全
課
、
宇
久
環
境
セ
ン
タ
ー
、
吉
井
・

世
知
原
・
小
佐
々
・
江
迎
・
鹿
町
行
政

セ
ン
タ
ー
料̝

三
千
四
百
円

※
捕
獲

期
間
は
7
月
1
日
～
来
年
2
月
末
日
。

問̝

環
境
保
全
課
緯

・
1
7
8
7

26

ࠤ
ੈ
อ
ࢢ
د
ଃ
ֆ
ը
ల

時̝

6
月

日
～
7
月
1
日
場̝

高
砂
駐
車

13

場
連
絡
通
路
内̝

市
内
在
住
の
画
家
・
馬

場
忍
さ
ん
か
ら
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
、市
内

の
風
景
画

点
を
展
示

※
通
路
で
の

62

展
示
で
す
。
観
賞
の
際
は
通
行
の
妨
げ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

問̝

財
産
管
理
課

Қ
ྶ
८
ഈ
ͷ
࣮
ࢪ

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
礼
拝
を
行
い

ま
す
。
参
加
方
法
な
ど
は
お
尋
ね
を
。

場̝

旧
ソ
連（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
地
方
な
ど
）、
中
国（
モ
ン
ゴ
ル
、

24

時

東
北
地
区
）、
南
方（
パ
ラ
オ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島
な
ど
）

を
予
定

問̝

長
崎
県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

緯
0
9
5
・
8
9
5
・
2
4
2
9

ಛ
ఆ
༏
ớྑ
ެ
ڞ
Ờ௞
ି
ॅ
୐
ೖ
ډ
ऀ

【
市
営
・
特
定
公
共
】小
ヶ
倉
住
宅（
吉

井
地
域
）、
世
知
原
中
央
住
宅
、
古
里
住

宅（
小
佐
々
地
域
）、
平
野
住
宅（
江
迎

地
域
）、
シ
ー
サ
イ
ド
鹿
町
住
宅

【
県
営
・
特
定
優
良
】須
佐
団
地
、
吉
岡

団
地
、
ア
ル
フ
ァ（
三
浦
町
）̝
対

公
営
住

宅
の
収
入
基
準
を
超
え
る
世
帯

問̝

住
宅
課（
市
営
分
）

問̝

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯

・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22

ॳ
৺
ऀ
ਫ
ӭ
ڭ
ࣨ

時̝

6
月

、

、

、

、

、

日

13

14

16

17

20

21

時

分
～

時

分
場̝

市
温
水

13

30

15

30

プ
ー
ル
内̝

ク
ロ
ー
ル
料̝

三
千
円
定̝

30

人
申̝

電
話
で
市
温
水
プ
ー
ル
へ

問̝

市
温
水
プ
ー
ル
緯

・
5
4
5
5

23

ủ
Τ
ί
υ
ϥ
Π
ϒ
ε
Ϋ
ồ
ϧ
�
�
�
�

Ỗ
Ն
ͷ
ਞ
Ỗ
Ứ

時̝

①
7
月
3
日
②
7
月

日

※

10

13

～

時
場̝

①
共
立
自
動
車
学
校
・
大
野

16
（
瀬
戸
越
4
丁
目
）②
大
塔
自
動
車
学
校

（
大
塔
町
）̝
内

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い

て
の
講
義
、
実
車
体
験
対̝

市
内
在
住
の

市
民
、
事
業
者
で
普
通
自
動
車
免
許
所

持
者（
失
効
、
免
停
中
で
な
い
人
）̝
定

各

回

人
〆̝

6
月

日
申̝

電
話
で
環
境

12

24

保
全
課
へ

※
免
許
証
、
免
許
証
の
コ

ピ
ー
持
参
、
運
転
し
や
す
い
格
好
で
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

環
境
保
全
課
緯

・
1
7
8
7

26

ফ
๷
ઃ
උ
࢜
ࢼ
ݧ

時̝

8
月

日

時
場̝

長
崎
県
立
大
学

21

10

佐
世
保
校
内̝

甲
種（
特
類
・
第
1
類
～

第
5
類
）、
乙
種（
第
1
類
～
第
7
類
）

料̝

甲
種
五
千
円
、
乙
種
三
千
四
百
円

申̝

書
面
申
請
＝
県
北
振
興
局
、
消
防
局

（
各
消
防
署
・
出
張
所
）で
願
書
配
布
▽

電
子
申
請
＝
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
〆̝

書
面
申
請
＝

6
月

日
～
7
月
6
日（
当
日
消
印
有

22

効
）▽
電
子
申
請
＝
6
月

日
～
7
月

19

3
日

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

消
防
局
予
防
課
緯

・
9
2
5
6

23

ࠤ
ੈ
อ
த
ԝ
ߴ
ߍ
ੜ
֔
ֶ
श
ߨ
࠲

場̝

県
立
佐
世
保
中
央
高
校
内̝

コ
ー
ラ

ス
、
パ
ソ
コ
ン
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
、
化
学
実
験
、
大
鏡
を
読
む
、

源
氏
物
語
、
商
業
簿
記
、
書
道

※
受

講
期
間
、
受
講
料
、
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

県
立
佐
世
保
中
央
高
校
通
信
制

緯

・
1
1
6
1

22
͍
ͷ
ͪ
Λ
ݟ
ͭ
Ί
Δ
ߨ
ԋ
ձ

ủ
Έ
Μ
ͳ
ͪ
͕
ỳ
ͯ
ỏ
Έ
Μ
ͳ
͍
͍
Ứ

時̝

6
月

日

～

時（

時

分
開

25

14

16

13

30

場
）̝
場

市
民
会
館
内̝

本
市
の
子
ど
も
た

ち
に
対
す
る「
い
の
ち
の
教
育
」の
充
実

を
図
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー「
五
体
不
満
足
」の
著
者
、

乙
武
洋
匡
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
の
講

お
と
た
け
ひ
ろ
た
だ

演
会
料̝

無
料

※
満
席
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

問̝

教
育
セ
ン
タ
ー
緯

・
7
3
3
1

76

உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
ը
η
ϛ
φ
ồ

【
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座「
男
の
し
ゃ
べ
り

場
」】̝
時

6
月

日

～

時
場̝

ス
ピ

28

18

20

カ
内̝

講
師
＝
臨
床
心
理
士
・
吉
田
直
樹

さ
ん
対̝

男
性
料̝

無
料
定̝

人
申̝

ス
ピ

30

カ
窓
口
ま
た
は
電
話
で

※
託
児
あ
り

（
6
月

日
ま
で
に
要
予
約
）

17

【
ス
ピ
カ
で
始
め
る
基
礎
講
座
第
2
回
】

時̝

7
月
4
日

時

分
～

時
場̝

ス

13

30

15

ピ
カ
内̝

こ
こ
ろ
の
健
康
料̝

無
料
定̝

30

人
申̝

ス
ピ
カ
窓
口
ま
た
は
電
話
で

※
託
児
あ
り（
6
月

日
ま
で
に
要
予
約
）

24

問̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」緯

・
3
8
2
8

23

ύ
ι
ί
ϯ
ٕ
ೳ
ݕ
ఆ
ߨ
श

時̝

7
月
5
～

日（
土
・
日
曜
は
除
く
）

15

場̝

佐
世
保
情
報
ア
カ
デ
ミ
ー（
八
幡

町
）̝
内

日
商
P
C
デ
ー
タ
活
用
基
礎
級

対̝

公
共
職
業
安
定
所
で
求
職
登
録
を

し
た

歳
以
上
の
県
内
在
住
者
料̝

無

55

料
定̝

人
申̝

6
月

～

日
に
直
接

20

14

16

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
し

込
み
に
は
求
職
番
号
が
必
要
で
す
。

問̝

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

緯

・
4
0
4
5

24
ࢢ
ຽ
ٷ
ಓ
ڭ
ࣨ

時̝

7
月

日
～
9
月

日
の
土
曜（
8

16

24

月

日
を
除
く
）
～

時
場̝

県
立
武

13

14

16

道
館
弓
道
場（
名
切
町
）̝
対

小
学
5
年

生
以
上
料̝

二
千
円（
道
具
使
用
料
1
回

百
円
）̝
申

電
話
で
佐
世
保
弓
道
連
盟
へ

問̝

佐
世
保
弓
道
連
盟
緯

・
7
4
1
7

23

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

緯

・
4
7
9
7

31

■市໾ॴ֤՝、தԝ保݈෱ࢱηϯλʔ΁͸୅ද൪߸緯�������͔ Β͓つͳ͗しま͢ɻ

25

次

乙武洋匡さん

（
6
月
7
日
以
降
分
）

本
場
開
催

函
館
記
念
場
外

一
宮
記
念
場
外

高
知
記
念
場
外

武
雄
S
級
場
外

寛
仁
親
王
牌（
弥
彦
）場
外

本
場
開
催

福
井
記
念
場
外

6
月
7
・
8
・
9
日

・
・
・
日

11
12
13
14

・
・
・
日

16
17
18
19

・
・
・
日

23
24
25
26

・
・
日

27
28
29

日
・
7
月
1
・
2
・
3
日

30

5
・
6
・
7
日

9
・
・
・
日

10
11
12



26

括

ࢢ
໾
ॴ
֤
՝
ỏ
த
ԝ
อ
݈
෱
ࢱ
η
ϯ
λ
ồ
΁
͸

୅
ද
൪
߸
緯

ɾ
�
�
�
�
͔
Β
͓
ͭ
ͳ
͗
͠
·
͢

��

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
申
請

対̝

幼
稚
園
児
を
持
つ
市
内
在
住
者

※
国
庫
補
助
分
に
つ
い
て
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
申̝

通
園
す
る
幼
稚
園
に

調
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

問̝

子
ど
も
支
援
課

乳
幼
児
、
母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦

に
医
療
費
を
助
成

【
乳
幼
児
】0
歳
～
小
学
校
入
学
前
の
児

童
師
入
院
と
通
院
を
助
成

【
母
子
・
父
子
家
庭
】
歳
未
満
の
子
を

20

養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い

歳
70

未
満
の
親
と
そ
の
お
子
さ
ん（

歳
未

18

満
。
高
校
在
学
中
で
あ
れ
ば

歳
未

20

満
）、
父
母
が
い
な
い

歳
未
満
の
お

18

子
さ
ん
師
入
院
と
通
院
を
助
成

【
寡
婦
】
歳
以
上

歳
未
満
で
民
法
に

60

70

定
め
る
扶
養
義
務
者
と
生
計
を
共
に
し

て
い
な
い
女
性
師
入
院
を
助
成（
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
資
格
認
定
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
乳
幼
児
以
外
に
は
所
得
制
限
あ
り
。

問̝

子
ど
も
支
援
課

春
季
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
日
程

6
月
2
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
程
な
ど
は
本
紙
4
月
号
で
ご
確
認
を
。

夏
季
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
日
程
は
本
紙

7
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

出
前
保
育

【
み
ん
な
よ
っ
と
い
で
～
！
】̝
時

①
6

月

日

時
～

時

分
②
6
月

日

15

10

11

30

22

③
7
月
6
日

※
②
③

時

分
～

10

30

12

時
場̝

①
藤
原
幼
児
園
②
上
相
浦
公
園

（
雨
天
時
は
相
浦
文
化
セ
ン
タ
ー
）③
春

日
幼
児
園
内̝

簡
単
な
手
遊
び
、
触
れ
合

い
遊
び
を
紹
介
し
ま
す
対̝

未
就
園
児

と
保
護
者
料̝

無
料

問̝

菫
ヶ
丘
幼
児
園
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
緯

・
4
1
8
8

34

【
こ
の
指
と
～
ま
れ
！
】̝
時

①
6
月
21

日
②
6
月

日
③
6
月

日

※

時

23

24

10

～

時

分
場̝

①
ク
レ
ー
ル
の
丘
自

11

30

治
会
館
②
楠
栖
保
育
所
③
日
宇
保
育
所

内̝

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
対̝

未
就
園
児
と

保
護
者
、
妊
婦
な
ど
料̝

無
料

問̝

ル
ン
ビ
ニ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

・
5
1
0
0

20
【
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
錘
】̝
時

①
第
2
・
4

月
曜

時

分
～

時

分
②
火
曜

13

30

15

30

13

時

分
～

時

分
③
水
曜
9
時

分

30

15

30

30

～

時

※
祝
日
を
除
く
場̝

①
ダ
イ

12

ジ
ャ
ス
ス
ク
ー
ル（
イ
オ
ン
大
塔
2
階
）

②
柚
木
地
区
公
民
館
③
小
佐
々
地
区
公

民
館
内̝

保
育
士
と
親
子
で
遊
び
ま
せ

ん
か
？
対̝

未
就
園
児
と
保
護
者
、
妊
婦

な
ど
料̝

無
料

問̝

日
野
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

・
3
2
6
4

28
保
育
所
体
験

時̝

①
②
6
月
7
日
③
6
月

日
④
7

21

月
4
日

※

時
～

時

分
場̝

①

10

11

30

③
赤
崎
青
い
実
幼
児
園
②
春
日
幼
児
園

④
北
地
区
公
民
館（
春
日
町
）̝
内

①
父

の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う
、
子
育

て
相
談
②
風
船
キ
ャ
ッ
チ
を
つ
く
ろ
う

③
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
、
子
育
て
相
談
④
風

車
作
り
対̝

未
就
園
児
と
保
護
者

問̝

赤
崎
青
い
実
幼
児
園
緯

・0
0
4
4

28

問̝

春
日
幼
児
園
緯

・
2
0
1
5

22

育
児
講
座「
子
育
て
わ
い
わ
い
ト
ー
ク
」

時̝

6
月

日

～

時
場̝

ふ
れ
あ
い

30

10

12

セ
ン
タ
ー
内̝

座
談
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど（
講
師
＝
子
育
て
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
川
頭
信
子
さ
ん
）̝
対

1
～
2
歳

か
わ

ず

の
お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
料̝

無
料

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金・会費、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ

子ども手当の支給

子ども手当は、ことし4～9月の6カ月間はこれまでと
同じ月額1万3000円で引き続き支給されます。

支給月額

中学校修了前のお子さん1人につき1万3000円
支給予定日

6月15日（2～5月分）、10月14日（6～9月分）
申請手続きが必要な人
出生などで新たに養育する子どもができた人࢑
すでに受給していて、出生などで養育する子ど࢑
もが増えた人

すでに受給していて、ほかの市区町村から転入࢑
した人
※公務員は勤務先で手続きを行ってください。
※申請がない場合は手当を受給できませんのでご
注意ください。

現況届について

ことし6月の現況届の提出は不要です。

問̝子ども支援課

27

申̝

6
月

日
か
ら
電
話
で
子
ど
も
発

10

達
セ
ン
タ
ー
へ

※
託
児
あ
り
。

問̝

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

緯

・
3
9
4
5

23
お
ひ
さ
ま
教
室

時̝

7
月

日

～

時
場̝

中
里
皆
瀬

13

10

12

地
区
公
民
館
内̝

子
ど
も
と
の
接
し
方

に
つ
い
て
臨
床
心
理
士
や
保
育
士
と
考

え
る
対̝

1
歳
6
カ
月
～
3
歳
未
満
の

子
ど
も
と
保
護
者
料̝

無
料
定̝

先
着
12

組
申̝

6
月

日
か
ら
電
話
で
幼
児
教

10

育
セ
ン
タ
ー
へ

問̝

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
緯

・0
5
5
0

31

食
育
講
演
会「
子
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
」

時̝

6
月

日

時

分
～

時
場̝

中

26

10

30

12

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

講
師
＝
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
食
と
環
境
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
中
尾
卓
嗣
さ
ん
対̝

食
育
に
関
心

た
か
つ
ぐ

が
あ
る
人
、
子
育
て
中
の
人
、
幼
稚
園
・

保
育
園
職
員
、
乳
幼
児
食
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
料̝

無
料
定̝

1
0
0
人
申̝

6
月
10

～

日
に
電
話
で
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

24
※
託
児
あ
り（

人
、
要
予
約
）。

20

問̝

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
緯

・0
5
5
0

31

公
文
書
の
点
字
化

水
道
料
金
、
税
、
福
祉
医
療
更
新
の

通
知
な
ど
を
点
字
化
し
ま
す

手̝

障

が
い
福
祉
課
に
登
録
対̝

視
覚
障
が
い
者

問̝

障
が
い
福
祉
課

施
設
入
所
者
等
の
居
住
費
・
食
費
と

利
用
料
の
減
額
更
新
申
請

減
額
の
有
効
期
限
は
6
月

日
で
す
。

30

引
き
続
き
認
定
を
受
け
る
人
は
更
新
の

手
続
き
を

対̝

短
期
入
所
利
用
者
ま

た
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
で
、
居
住
費
・
食
費
の

減
免
や
利
用
料
の
経
過
措
置
を
受
け
て

い
る
人
申̝

6
月

日
～
7
月
8
日
に
申

20

請
書
、
旧
減
額
認
定
証
、
印
鑑
、
老
齢
福

祉
年
金
証
書
と
年
金
振
り
込
み
が
確
認

で
き
る
も
の（
受
給
者
だ
け
）な
ど
を

持
っ
て
長
寿
社
会
課
か
各
支
所
・
行
政

セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

長
寿
社
会
課

老
人
の
認
知
症
や
心
の
相
談

時̝

6
月

日

時

分
場̝

中
央
保
健

16

13

30

福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

専
門
の
医
師
が
認

知
症
や
老
人
性
う
つ
病
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
対̝

高
齢
者
や
そ
の
家
族
料̝

無
料

※
要
予
約
。
専
門
医
療
機
関
を

受
診
中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問̝

長
寿
社
会
課

介
護
者
の「
こ
こ
ろ
」の
相
談
会

時̝

6
月

日

時

分
～

時

分

23

13

30

15

30

場̝

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

臨
床

心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
対̝

在
宅
で

介
護
し
て
い
る
人
料̝

無
料
申̝

電
話
で

長
寿
社
会
課
へ

※
要
予
約
。

問̝

長
寿
社
会
課

健
や
か
高
齢
者
経
穴
療
法
提
供
事
業

内̝

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
1
回
に
つ
き
二

百
円
を
補
助（
月
5
回
ま
で
）̝
対

歳
65

以
上
の
高
齢
者
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
申̝

7
、

月
、
来
年
1
、

10

4
月
に
本
人
が
印
鑑（
認
め
印
可
）、
本

人
名
義
の
銀
行
通
帳
、
は
り
・
き
ゅ
う

院
の
領
収
証
を
持
っ
て
長
寿
社
会
課
か

各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
請

は
3
カ
月
ご
と
に
3
カ
月
分
の
施
術
に

つ
い
て
ま
と
め
て
受
け
付
け
ま
す
。

問̝

長
寿
社
会
課

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

時̝

6
月

日
場̝

伊
王
島（
長
崎
市
）

29

内̝

介
護
者
が
心
身
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
る
日
帰
り
旅
行
対̝

要
介
護
1
以
上

の
家
族
を
在
宅
で
介
護
す
る
人
料̝

二

千
円
定̝

人
申̝

5
月

日
～
6
月

40

30

20

日
に
長
寿
社
会
課
へ

※
1
人
の
要
介

護
者
に
つ
き
介
護
者
2
人
ま
で
。
事
業

全
6
回
開
催
の
う
ち
2
回
ま
で
参
加
可
。

問̝

長
寿
社
会
課

運
動
の
体
験
出
前
講
座

時̝

平
日

～

時
の
間
で

分
以
内

10

17

90

場̝

市
内
で
希
望
す
る
場
所（
会
場
手
配

は
各
自
で
）̝
内

家
庭
で
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
、
手
軽
に
で
き
る
有

酸
素
運
動
な
ど
対̝

市
内
在
住
の
5
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
定̝

先
着
7

団
体
料̝

無
料
申̝

実
施
予
定
日
の
2
カ

月
前
ま
で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ

〆̝

月

日

10

31

問̝

健
康
づ
く
り
課

運
動
普
及
推
進
協
議
会
の
公
開
講
座

時̝

7
月

日
9
時

分
～

時
場̝

柚

15

30

11

木
地
区
公
民
館
内̝

手
軽
に
で
き
る
健

康
体
操
定̝

人
申̝

前
日
ま
で
に
電
話

30

で
健
康
づ
く
り
課
へ

※
運
動
で
き
る

服
装
、
飲
料
水
、
タ
オ
ル
を
持
参
。
治

療
中
の
人
は
主
治
医
の
承
諾
を
得
て
く

だ
さ
い
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
助
成
の
還
付

昨
年

月
～
本
年
3
月

日
ま
で
に

10

31

実
施
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
接
種
費
用
助
成
対
象
者
の
う
ち
、

す
で
に
助
成
金
額
以
上
の
費
用
を
支

払
っ
た
人
は
、
6
月

日
ま
で
に
申
請

30

す
れ
ば
助
成
額
分
を
還
付
し
ま
す
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

次
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乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
体
験
者
の
会

（
弥
生
の
会
）

体
験
者
同
士
で
情
報
交
換
し
ま
す
。

時̝

6
月

日

～

時
場̝

中
央
保
健

15

13

15

福
祉
セ
ン
タ
ー

問̝

健
康
づ
く
り
課

健
康
相
談

時̝

予
約
時
に
調
整
場̝

中
央
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
世
知
原
行
政
セ
ン
タ
ー
健

康
館
、
小
佐
々
行
政
セ
ン
タ
ー
、
江
迎

地
域
、
鹿
町
行
政
セ
ン
タ
ー
健
康
館
内̝

生
活
習
慣
病
予
防
や
禁
煙
に
関
す
る
相

談
申̝

電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ

問̝

健
康
づ
く
り
課

市
立
総
合
病
院
の
健
康
教
室

時̝

6
月

日

時
場̝

総
合
病
院
2
階

15

14

講
堂
内̝

健
康
食
品
の
落
と
し
穴

問̝

市
立
総
合
病
院
緯

・
1
5
1
5

24

各
種
料
理
教
室（
要
予
約
）

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
】

時̝

7
月

日

時
～

時

分
場̝

中

15

10

12

30

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

妊
娠
中
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
作
り
定̝

人
料̝

二
百
円
申̝

7
月

日
ま
で
に

30

14

健
康
づ
く
り
課
へ

【
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
】

時̝

①
6
月

日
、
7
月
6
、

日
②

29

13

7
月

、

、

日
③
7
月

日
、
8

15

22

29

26

月
2
、
9
日

※

時
～

時

分

10

12

30

場̝

①
愛
宕
地
区
公
民
館
②
日
宇
地
区

公
民
館
③
大
野
地
区
公
民
館
内̝

手
軽

に
で
き
る
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
対̝

歳
40

以
上
の
男
性
定̝

各

人
料̝

二
百
円
申̝

22

6
月
7
日
か
ら

※
1
回
だ
け
の
参
加

も
で
き
ま
す
。

【
い
き
い
き
元
気
食
事
づ
く
り
教
室
】

時̝

6
月

日
、
7
月
7
、

日
場̝

東
部

30

14

住
民
セ
ン
タ
ー
内̝

い
つ
ま
で
も
楽
し
く

食
べ
続
け
る
た
め
の
手
軽
な
メ
ニ
ュ
ー

の
実
習
と
低
栄
養
の
予
防
な
ど
の
学
習

定̝

人
料̝

二
百
円
申̝

6
月
7
日
か
ら

20
※
1
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
各
料
理
教
室
と
も
、
電
話
で
健
康
づ

く
り
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
は
あ
な
た
に
も
で
き
る
人
助
け

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時̝

時
～

時

分（
成
分
献
血
は

10

17

30

17

時
ま
で
）
※
金
曜
定
休
場̝

献
血
ル
ー

ム
西
海（
四
ヶ
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

問̝

献
血
ル
ー
ム
西
海
緯

・
2
4
4
0

25

食
品
の
保
存

気
温
と
湿
度
が
高
く
な
る
こ
の
時
季

は
細
菌
が
増
え
や
す
く
な
り
ま
す
。
適

切
な
保
存
方
法
で
食
中
毒
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
▽
食
品
は
表
示
通
り
に
保
存
す

る
▽
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
は
詰
め
す
ぎ
な

い
▽
肉
や
魚
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器
に

入
れ
る

問̝

生
活
衛
生
課

平
成

年
度「
地
域
猫
活
動
支
援
モ

23

デ
ル
事
業
」の
申
請
受
け
付
け

申̝

6
月
1
日
～
9
月

日
に
生
活
衛

30

生
課
へ

※
今
年
度
は
説
明
会
を
実
施

し
ま
せ
ん
。
平
成

～

年
度
の
説
明

20

22

会
に
出
席
し
た
地
区
を
優
先
し
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
の
地
区
も
申
請
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問̝

生
活
衛
生
課

【子どもの発達】
療育相談（要予約）
問̝子ども発達センター緯23-3945
歯科保健相談（要予約）̝問健康づくり課

【障がい福祉】
問̝障がい福祉課
①アルコール依存の相談
アルコール依存の相談࢑
障がい福祉課で随時

佐世保断酒会࢑
6月14、28日13:30
中央保健福祉センター
②精神障がいの相談
精神保健相談࢑
6月23日 中央保健福祉センター ※要予約

精神障がい者の社会復帰訓練࢑
保健所デイケア
毎週金曜（祝日を除く）10:00
中央保健福祉センター

精神障がい者の家族の会（ゆみはり会）࢑
6月16日13:00 ふれあいセンター ※予約不要
③脊髄小脳変性症の集い（アジサイ会）

6月17日13:30
アルカスSASEBO2階「スピカ」
④膠原病友の会
6月16日13:30 ふれあいセンター
⑤ひきこもり家族教室
6月15日10:00 ふれあいセンター
※佐世保断酒会、②③④⑤の新規参加者は、
事前に連絡を。

【医療に関する相談】 問̝保健福祉政策課
平日8:30～17:15（電話での相談）
医療安全支援センター緯25-9723

【健康テレホン】 緯23-4300
祝日は前日の内容が流れます。
6月の内容（3分間）
譲突然、気を失う醸無料低額診療事業
錠リンゴ病（伝染性紅斑）
嘱ウインクで黄斑変性を早期発見
埴歯周病と全身の健康との深い関係②
飾蒸子宮頸がんワクチンが無料化されました
問̝長崎県保険医協会
緯095-825-3829

相談など
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虚がん検診（受診は各種年1回・要予約）

場̝市内の登録医療機関
※前回の受診日から12カ月以上空けてください（年1回）。
料金は各種健康保険共通。

許肺がん検診（胸部レントゲン）

対̝40歳以上
料̝X線=400円、X線＋喀痰検査=900円

かくたん

※肺がん検診は結核検診も兼ねます。
※虚許は70歳以上、本市国保加入者、生活保護受給者、市民税
非課税世帯の人は無料（保険証・証明書が必要）。

距働く女性のための日曜乳がん検診（要予約）
時̝6月26日9:30～12:00
場̝中央保健福祉センター
対̝40歳以上の働いている女性 定̝先着20人
申̝6月13日から電話で健康づくり課へ

料̝40歳代1,500円 50歳以上1,100円
※本市国民健康保険加入者、無料クーポン対象者は無料。

鋸女性検診（乳がん検診と骨粗しょう症検診・要予約）
時̝7月11、21日9:00～11:00、13:00～15:00
場̝中央保健福祉センター
内̝①女性検診②骨粗しょう症検診だけ
対̝①40～70歳の市民②20～70歳の市民
定̝①②とも各日20人
申̝6月15日から電話で健康づくり課へ
※料金など詳しくはお尋ねください。

漁成人歯科健診、歯科相談（要予約・無料）
時̝火曜8:30～10:30（祝日を除く）
場̝中央保健福祉センター
※市内の登録歯科医療機関でも受診できます（受診料500円・要
予約）。

禦肝炎ウイルス検査（無料）
時̝月曜13:00～16:00（祝日を除く）
場̝中央保健福祉センター
対̝感染の不安があり、肝炎ウイルス検査を受けたことがない人
※市内の登録医療機関でも受診できます（20歳以上の検査未受
診者が対象）。

魚エイズ・性感染症相談・検査（匿名・無料）
まずは電話やメールでご相談ください。 時̝平日8:30～17:15
緯0120-104-783 Eメール shc783@city.sasebo.lg.jp
エイズウイルス抗体通常・クラミジア抗原検査
時̝月曜9:00～11:30、13:00～16:30、水曜9:00～11:30
場̝中央保健福祉センター
エイズウイルス抗体即日検査（要予約）
時̝火曜13:00～16:00（21日は19時まで）、木曜9:00～11:00
場̝中央保健福祉センター

亨乳幼児健診 ※約1カ月前に該当者に通知します。
子どもの成長、発達に欠かせない健診です。特に3歳児健診は
ぜひ受診をお願いします。
4カ月児健診 対̝3～4カ月ごろ
1歳6カ月児健診 対̝1歳6カ月ごろ
3歳児健診 対̝3歳6カ月ごろ

問̝健康づくり課（虚～魚） 問̝子ども保健課（亨）

場 所時 間期 日
西川内生活館10:00～11:306月15日
神崎地区公民館13:30～15:00
小佐々スポーツセンター9:00～11:006月16日
吉田乃館9:30～11:006月17日
鹿町体育館9:00～11:006月19日
鹿町体育館9:00～11:006月20日
上橋川内公民館9:30～11:006月23日
矢岳地区集会施設（小佐々地域）13:20～14:10
平原公民館14:30～15:20
小佐々漁村センター10:00～11:306月29日
鹿町行政センター13:30～15:00
やすらぎ館鹿町9:30～11:006月30日
ソレイユ吉井9:00～11:007月 1日
ひまわりの館9:00～11:007月 4日
やすらぎ館鹿町9:30～11:007月 7日
しいのきの館9:00～11:007月 8日
中央保健福祉センター8:30～10:30毎週火曜

70歳以上50～69歳40～49歳30～39歳20～29歳区分

無料

1,000円3,000円－胃
X線400円
X線＋喀痰検査900円

－－肺

600円－－大腸
頸部（けいぶ）1,000円子宮

視触診・マン
モグラフィー
1,100円

視触診・マン
モグラフィー
1,500円

視触診・
エコー
1,500円

－乳

50～84歳無料－－－前立腺

検診・検査など
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子ども保健課、子ども育成課から の話育児・子育て支援

育児は子どもの成長を日々感じることができ、また育児を通して親自身も成長で
きる素晴らしいものです。しかし育児に悩みはつきもので、周囲に相談できず独
りで抱え込むことも多いのではないでしょうか。本市では、保健師や保育士等の
専門スタッフが育児に関する相談や育児援助など、さまざまな育児・子育て支援
をしています。また市内3カ所にある「子育て支援センター」では、雨の日も屋内
で自由に遊ぶことができます。子育て中の皆さん、ぜひご利用ください!

冗育児学級・ママサポート子子ども保健課緯24-1111 支援センター・育児サークル子子ども育成課緯24-1111

育児学級

対象 生後2カ月から1歳未満の
赤

ちゃんとそのお母さん

内容 マタニティ学級を受講し
た

お母さん同士の仲間づく
り

や先輩ママさんとの交流
会

を通して、安心して育児
が

できるよう支援していま
す

とき 第3、4水曜開催（10～12
時）

1月、8月は休み

育児サークル・子育て支援グループ
現在、市内におよそ30の子育てサークル・支援グループが活動してい
ます。親子で定期的に遊ぶ育児サークルや、読み聞かせを行うサーク
ル、障がいがあるお子さんとその保護者が集うサークルなどがあり、
子育てを一緒に楽しむ仲間づくりにも最適です。

子育て支援センター
親子で自由に遊び、子ども同士、親同士も交流できます。保育士等による育児の相談や講座も行っており、親子がともに育つことができる場所として大好評です。
対象 在宅の親子（お子さんが小学校入学前）

や妊産婦
場所①子ども発達センター（花園町）
②中部子育て支援センター
（市立大黒保育所）
③東部子育て支援センター
（市立早岐保育所）
④北部子育て支援センター
（市立上相浦保育所）

時間①月曜～金曜（8時30分～18時）
土・日曜、祝日（9時～16時）

②～④月曜～金曜（8時30分～13時30分）※祝日は除く。

産後のママサポート事業

対象 出産後6カ月以内のお母さ
んで、日中に家族等の援助
がない人

内容 「産後ママサポーター」が育
児や家事の援助、育児相談、
健診の付き添いなどをサ
ポートします

※事前に申請が必要です。1時間
300円で1日1回（1～3時間）、6カ
月間に20時間まで。

「佐世保市学校版環境ISO」で子どもたちも頑張っています！

「6月は環境月間」環境保全に取り組みましょう

「佐世保市学校版環境ISO」とは、地球環境に
配慮して行動できる「環境市民」を育成するた
め、小・中学校での環境にやさしい学校づくり
を認定し支援する本市の制度です。市では毎年、
審査に合格した学校に「認定証」を交付してお
り、これまでに認定した学校は、本年3月に取
得した江上小学校を含めて合計10校となりま
した。この取り組みにより、現在、多くの子ど
もたちが環境に配慮した目標やルールなどを定
め活動しています。
6月は「環境月間」です。大人の皆さんも家庭

や職場で目標を決めて、環境負荷の低減に取り
組んでみませんか！

冗環境政策課 緯31-6520

江上小の目標
煙水の使用量を把握する!

煙節水の意識を持つ!

わたしたちの取り組み
煙ぞうきんはバケツで洗う

煙石けんで手を洗う間は水を止める

煙使用後は蛇口をきちんと閉める

煙手洗い場やトイレ掃除のときは水

を出しっ放しにしながら行わない

煙水道メーターのチェックを一週間

ごとに行う

市環境部長から認定証を受け取
る江上小の児童

学校版環境ISOの中心的な役割
を担う環境委員の児童たち
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考えていただいた人

西沢裕一郎さん
佐世保北高1年（当時）

作り方
虚ゆでたオクラを細切りにして、納豆と混ぜる。
許ナスを細かく切り、豚ひき肉と炒め、すき焼
きのたれで味付けする。

距なめこは、洗って沸騰したお湯に入れ、ひと
煮する。

鋸シソ、ミョウガ、小ネギは小さく刻んでおく。
漁丼にごはんを盛り、虚と許をのせ温泉卵と距、
シソ、ミョウガをのせてネギと白ごまを散らす。

禦めんつゆを上からかける。

煙1人分の栄養価 熱量309kcal
タンパク質22.9g、脂質16.4g、塩分2.4g

煙平成22年度ヘルシークッキングコンテスト
一般部門アイデア賞

温泉卵を割れば味が変わるので
二度楽しめます。

ネ バ ネ バ 丼

第551回

柚
木
元
町
の
最
北
部
で
、
世
知
原
地
域
と

結
ぶ
冬
越
峠
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
切
り
通

し
を
吹
き
抜
け
る
風
は
ひ
ん
や
り
と
し
て
、

通
る
車
も
少
な
く
、
物
寂
び
た
雰
囲
気
を
漂

も
の

さ

わ
せ
て
い
ま
す
。

石
垣
は
ひ
と
抱
え
ほ
ど
の
石
を
高
さ
六
俊

ほ
ど
も
積
み
上
げ
た
割
り
石
積
み
で
、
工
事

の
苦
心
の
跡
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
峠
の
中
ほ

ど
に
切
り
石
の
銘
板
が
あ
り
、
大
正
十
五

（
一
九
二
六
）年
の
竣
工
を
告
げ
て
い
ま
す
。

土
木
機
械
が
普
及
し
て
い
な
い
時
代
、
地
元

農
家
の
人
々
が
人
夫
と
な
っ
て
、
畚（
縄
を

も
つ
こ

な
わ

綱
状
に
し
、
四
隅
に
綱
を
つ
け
て
石
な
ど
を

よ

す
み

担
う
道
具
）を
使
い
、
石
工
さ
ん
が
近
く
の

い
し

く

採
石
場
で
適
当
な
大
き
さ
に
割
っ
た
石
材
を

運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

当
時
、
こ
の
冬
越
峠
は
、
大
野
方
面
か
ら

柚
木
経
由
で
世
知
原
と
結
ぶ
唯
一
の
道
で
し

た
。
小
山
を
越
え
る
旧
峠
は
難
所
で
、
軍
港

で
に
ぎ
わ
う
佐
世
保
市
街
に
、
竹
篭
の
メ
ゴ

に
野
菜
や
お
茶
な
ど
を
入
れ
、
売
り
に
行
く

人
々
は
と
て
も
難
儀
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
村
道
と
し
て
改
修
が
手
掛
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
峠
は
固
い
岩
盤
で
、
つ
る
は

し
が
頼
り
の
工
事
は
は
か
ど
ら
ず
、
予
算
も

足
り
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
話
を
耳
に
し

た
篤
志
家
の
松
尾
良
吉
氏（
当
時
七
十
一
歳
）

が
、
即
座
に
工
事
費
二
百
五
十
円
を
村
に
寄

付
し
、
お
か
げ
で
大
正
十
五
年
五
月
に
、
い

ま
見
る
よ
う
な
切
り
通
し
の
新
道
が
竣
工
、

人
々
は
楽
々
と
峠
越
え
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

松
尾
良
吉
氏
は
伊
万
里
の
豪
商
で
旧
家
の

出
。
軍
港
建
設
に
湧
く
佐
世
保
に
進
出
し
事

業
を
手
掛
け
る
か
た
わ
ら
、
貧
し
い
農
家
に

農
耕
用
の
牛
を
無
償
で
施
し
た
り
、
九
十
九

ほ
ど
こ

島
観
光
振
興
の
た
め
鵜
渡
越
開
発
な
ど
、
数

多
い
社
会
事
業
、
慈
善
事
業
を
し
た
人
で
す
。

こ
の
当
時
、
柚
木
に
梅
の
名
所
づ
く
り
を
し

て
村
の
利
益
に
し
よ
う
と
志
し
、
付
近
を
調

べ
て
い
て
冬
越
峠
の
難
工
事
を
知
っ
た
の
で

す
。

冬
越
峠
煙
柚
木
元
町

ふ
ゆ
ご
し
と
う
げ

撮
影
・
文
煙
筒
井
隆
義

材料・4人分

ごはん
納豆
オクラ
温泉卵
シソ、ミョウガ
小ネギ、白ごま
なめこ
ナス
豚ひき肉
すき焼きのたれ
めんつゆ（ストレート）

600g
3パック
10本
4個

適量
1パック
1本
200g
小さじ2

小さじ2

編集後記

103,965州ってどのくらいの
距離?調べてみると、赤道の
周りが約4万州ということな
ので、地球を約2周半する距離
であることが分かりました。
この距離、実は5月2日現在の
市長車（佐世保の特産品など
のステッカーが目に飛び込ん
でくる、白いワンボックス型
の乗用車）の走行距離なんです。
移動中も特産品や観光名所な
どのPRをしたいと、市長の発
案で今の市長車がデビューし
たのが平成19年9月。以来、
「現場主義」を掲げる市長の行
動力に比例して走行距離も延
び続け、約3年半後には10万
州超えとなりました。今期も
ますます距離数が延びていく
ことを期待しています。（T）
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